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メコノプシス・フォレスティ
　

２０
世
紀
に
入
る
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
教
会

が
雲
南
北
西
部
に
拠
点
を
設
け
て
布
教
活
動
を
始

め
、
多
く
の
信
者
を
獲
得
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
と
軌

を
一
に
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
拠
点
を
利
用
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
人
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
こ

の
地
に
や
っ
て
来
る
。
彼
ら
の
中
で
最
も
活
躍
し

た
の
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
で
あ
る
。
元

来
冒
険
家
で
も
あ
っ
た
フ
ォ
レ
ス
ト
は
種
苗
商
、

ビ
ー
ズ
商
会
に
雇
わ
れ
、
１
９
０
４
年
に
中
国
に

来
る
。
麗
江
周
辺
で
数
万
点
の
標
本
を
集
め
た
後

も
数
回
中
国
に
渡
る
。
麗
江
を
拠
点
に
採
集
を

行
っ
た
が
、
更
に
活
動
範
囲
を
西
の
メ
コ
ン
川
や

サ
ル
ウ
ィ
ン
川
流
域
に
広
げ
て
い
っ
た
。
集
め
た

標
本
は
数
十
万
点
に
の
ぼ
り
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
植
物

園
へ
送
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
エ
ジ
ン
バ
ラ
植
物
園

は
シ
ノ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
一
大
植
物
セ
ン
タ
ー
と
な

る
。
１
９
３
２
年
、
騰
衝
（
ト
ン
チ
ョ
ン
）
付
近

で
銃
の
暴
発
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
。
７
度

目
の
採
集
中
で
あ
っ
た
。

　

茂
み
の
中
で
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
エ
レ
ガ
ン
ト
な

花
は
身
の
丈
５０
㎝
ほ
ど
の
深
窓
の
乙
女
だ
。
こ
の

花
が
咲
く
草
原
は
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ク
の
放
牧
地
に

な
っ
て
い
て
、
多
く
は
か
じ
ら
れ
今
や
絶
滅
寸
前

で
あ
る
。
本
種
は
フ
ォ
レ
ス
ト
が
初
回
の
採
集
時

に
見
つ
け
た
も
の
で
、当
時
の
青
い
ケ
シ
の
大
家
、

プ
レ
イ
ン
が
彼
の
名
を
冠
し
て
命
名
し
た
。
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は
美
し
い
！ 

　
「
青
い
レ
モ
ン
の
島
」
と
し
て
、
レ

モ
ン
を
は
じ
め
柑
橘
類
の
栽
培
も
盛

ん
で
あ
る
。

　

ま
ず
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
た
め
に
生い

口く
ち

島じ
ま

の
洲す

の
え江

港
の
駐
車
場
に
車
を
置

く
。
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
ん
で
僅
か

５
分
の
船
旅
を
終
え
る
と
岩
城
島
の

小お

漕こ
ぎ

港
に
到
着
。
港
か
ら
正
面
に
積

善
山
を
仰
ぎ
な
が
ら
舗
装
道
路
を
南

下
、
登
山
口
ま
で
1
・
２
㎞
、
約
２５

分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
レ
モ
ン
や

ミ
カ
ン
畑
、
お
花
畑
を
楽
し
め
て
退

屈
し
な
い
。
い
よ
い
よ
登
山
開
始
だ
。

　
桜
に
ミ
モ
ザ
、
山
ツ
ツ
ジ
と
百
花
繚
乱

　

登
山
道
は
、
両
側
に
桜
並
木
、
山

肌
に
は
黄
色
の
ミ
モ
ザ
の
大
木
も
多

く
、
又
濃
い
ピ
ン
ク
の
山
ツ
ツ
ジ
も

咲
き
誇
り
、
新
緑
に
彩
を
添
え
て
百

花
繚
乱
、
そ
れ
ぞ
れ
が
美
を
競
い
合
っ

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
足
も
と
に
は

ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
が
多
く
生
え
て

い
て
、
ツ
ワ
ブ
キ
の
群
生
地
も
あ
り
、

山
菜
摘
み
で
足
が
進
ま
な
い
。

　

中
腹
辺
り
で
、
登
山
道
右
手
に
妙
見

　
三
千
本
桜
　
岩
城
富
士

　

積
善
山
は
、
し
ま
な
み
海
道
・
芸

予
諸
島
の
一
つ
の
生
口
島
（
広
島
県
）

東
側
に
浮
か
ぶ
岩
城
島
（
愛
媛
県
）

の
中
央
部
に
位
置
す
る
最
高
峰
（
３

６
９
・
６
ｍ
）
で
、

別
名
「
岩
城
富
士
」

と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
「
積
善
山
三
千

本
桜
」
と
名
付
け

ら
れ
た
桜
の
名
所

と
し
て
有
名
で
、

現
在
は
４
０
０
０

本
近
く
な
っ
て
い

る
。
春
に
は
登
山

道
路
に
沿
っ
て
立

ち
並
ぶ
桜
が
、
山

を
薄
い
ピ
ン
ク
色

に
染
め
て
、
そ
れ

沢
井
久
夫
・
鈴
木
美
春　
呉
勤
労
者
山
の
会
／
広
島

ミモザと桜の競演

岩城島・小漕港から望む積善山

し
ま
な
み
海
道
に
浮
か
ぶ
岩い

わ

城ぎ

島じ
ま

・
積
善
山

三
千
本
桜
下
で
お
花
見
気
分

2登山時報 2021 年 11 月号



ｍ
の
三
角
点
に
タ
ッ
チ
。
展
望
台
か

ら
眺
め
る
景
色
は
ま
さ
に
壮
観
！　

眼
下
に
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
々
、

し
ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
や
、

遠
く
に
中
国
山
地
と
四
国
山
地
が
望

め
、
空
気
の
澄
ん
だ
日
に
は
、
石
鎚

山
系
が
同
定
で
き
る
そ
う
だ
。
西
側

の
夕
日
の
展
望
台
に
続
く
尾
根
道
の

桜
景
色
は
「
天
女
の
羽
衣
」
と
呼
ば

れ
言
葉
を
失
う
ほ
ど
見
事
だ
。

　
桜
に
囲
ま
れ
山
頂
で

　

昼
食
を
と
り
存
分
に
景
色
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
登
っ
て
き
た
急
坂
を
下
っ

神
社
の
朱
色
の
鳥
居
が
現
れ
る
。
車

道
か
ら
離
れ
て
鳥
居
を
く
ぐ
り
参
道

に
入
る
の
だ
が
、
こ
の
道
は
妙
見
神

社
の
建
物
内
を
通
り
抜
け
て
、
ま
た

山
道
に
な
る
。
お
堂
の
奥
に
は
巨
石

信
仰
の
遺
跡
「
妙
見
メ
ン
ヒ
ル
」
が

祀
っ
て
あ
る
。
山
歩
き
の
無
事
を
祈

り
、
入
口
と
出
口
の
扉
を
シ
ッ
カ
リ

と
閉
め
て
山
道
に
抜
け
、
尾
根
道
を

登
る
と
車
道
と
合
流
す
る
。

　

２０
分
程
歩
く
と
ふ
れ
あ
い
の
森
遊

歩
道
と
の
分
岐
に
ぶ
つ
か
る
。
こ
こ

か
ら
車
道
を
離
れ
て
右
に
遊
歩
道
を

進
む
。
こ
の
道
は
尾
根
に
近
づ
く
と
、

素
晴
ら
し
い
ツ
バ
キ
並
木
に
な
る
の

だ
が
、
そ
の
木
の
数
の
多
い
こ

と
！　

桜
の
季
節
前
の
３
月
に
は

多
種
多
様
な
大
輪
の
鮮
や
か
な
椿

の
花
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。

　
桜
景
色
は
天
女
の
羽
衣
か
な

　

山
頂
に
向
か
う
尾
根
道
に
合

流
、
左
折
し
て
直
下
の
急
な
坂
道

を
登
り
き
る
と
３
６
０
度
の
大
パ

ノ
ラ
マ
の
展
望
台
が
あ
る
、
積
善

山
の
山
頂
に
到
着
。
３
６
９
・
６

て
「
天
女
の
羽
衣
」
の
下
を
通
り
、

夕
日
の
展
望
台
に
向
か
う
。
桜
の
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
、
尾
根
道
を
進
む
と
、

左
手
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
発
進
地

を
見
て
そ
の
ま
ま
直
進
し
て
ツ
バ
キ

並
木
を
通
っ
て
展
望
台
へ
向
か
う
。

　

下
山
は
展
望
台
か
ら
ふ
れ
あ
い
の

森
遊
歩
道
経
由
で
車
道
に
も
ど
り
、

花
び
ら
が
風
に
舞
う
中
、
ゆ
っ
た
り

と
お
花
見
気
分
で
少
々
の
名
残
惜
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
登
山
口
か
ら
小

漕
港
へ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

　
「
山
登
り
」
と
い
う
よ
り
は
「
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
ふ
さ
わ
し
い
、
心
地
良

く
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。

桜に囲まれ山頂で桜が海と空に映える景色「天女の羽衣」

2018 年 4 月 1 日（日）　19 名参加
タイム＝呉市内～洲江港（生口島）～ 9：25
小漕港（岩城島）～ 9：50 登山口～ 10：00
不動尊～ 10：25 妙見神社～ 11：00 ふれあい
の森遊歩道分岐～ 11：30 積善山山頂（12：
10 まで休憩）～ 12：55 夕日の展望台～ 14：
05 登山口～ 14：20 小漕港
アクセス＝洲江港から小漕港までフェリーで
5 分。大人 150 円・小人 80 円。問い合わせは
三光汽船（電話 0845-28-0035）。洲江港までは、
しまなみ海道・生口島北 IC から約 5 分、生口
島南 IC から約 10 分。 

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成
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北
前
船
の
里
　
粟
島
・
城じ

ょ
う
の
や
ま山

北
側
は
岡
山
県
側
の
島
々
、
東
側
は

大
楠
で
有
名
な
志
々
島
や
高
見
島
、

遠
く
に
瀬
戸
大
橋
も
見
え
る
。
と
に

か
く
、
海
の
要
衝
に
間
違
い
な
い
。

　

瀬
戸
芸
と
「
島
四
国
八
十
八
ヶ
所
」

　
も
て
な
し

　

現
在
は
過
疎
・
高
齢
化
し
な
が
ら

も
（
※
４
）
３
年
に
１
度
開
か
れ
る

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
（
瀬
戸
芸
）
の

開
催
地
と
し
て
、
毎
回
島
を
あ
げ
て
、

多
く
の
芸
術
家
や
島
を
訪
れ
る
観
光
客

と
の
温
か
い
交
流
を
築
い
て
い
る
。
そ

の
瀬
戸
芸
は
来
年
（
２
０
２
２
年
）

開
催
予
定
。
ま
た
、毎
年
４
月
29
日（
昭

　

瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に

四
国
・
香
川
か
ら
伸
び
て
い

る
の
が
荘
内
半
島
だ
。
そ
の

荘
内
半
島
の
東
側
に
あ
る
島

が
粟
島
で
、
江
戸
時
代
か
ら
北
前
船

の
港
と
し
て
栄
え
、
日
本
最
初
の
海

員
養
成
校
粟
島
海
員
学
校
（
※
１
）

が
作
ら
れ
て
多
く
の
船
乗
り
を
輩
出

し
た
。
島
の
最
高
峰
は
城
山
（
２
２
２

ｍ
）
で
、「
し
ま
山
１
０
０
選
」
の
第

５３
番
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　
粟
島
港
か
ら
４０
分
で
山
頂
へ

　

香
川
県
三
豊
市
詫
間
町
の
須
田
港

か
ら
1５
分
で
粟
島
に
着
く
。
道
を
左

折
し
、
旧
海
員
学
校
の
敷
地
内
に
あ

る
ル
・
ポ
ー
ル
粟
島
（
※
２
）
の
角

を
右
折
し
た
の
ち
直
進
す
る
と
、
旧

粟
島
小
学
校
に
ぶ
つ
か
る
。
校
舎
と

プ
ー
ル
の
間
を
進
め
ば
登
山
口
だ
。

案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
迷

う
こ
と
は
な
い
。

　

真
砂
（
※
３
）
の
登
山
道
は
コ
ン

ク
リ
杭
で
補
強
さ
れ
、「
合
目
」
杭
も

あ
り
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
頂
上

ま
で
は
約
３０
分
。
２
つ
の
展
望
台
が

あ
り
見
晴
ら
し
は
最
高
だ
。
戦
国
時

代
末
期
に
は
頂
上
に
山
城
が
あ
り
、

海
路
の
見
張
り
を
し
て
い
た
。
行
き

交
う
船
が
小
さ
く
見
え
る
。
西
に
は

荘
内
半
島
が
横
た
わ
り
、
浦
島
伝
説

が
残
る
紫し

雲う

出で

山や
ま

（
３
５
２
ｍ
）
に

咲
き
誇
る
桜
と
島
々
の
織
り
な
す
絶

景
は
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

和
の
日
）に
は「
島
四
国
八
十
八
ヶ
所
」

と
い
う
行
事
が
あ
り
、
島
内
を
一
巡

す
る
八
十
八
ヶ
所
の
石
仏
（
お
地
蔵

さ
ん
）
を
回
る
。
こ
れ
は
、
粟
島
の

北
前
船
が
８８
艘
に
な
っ
た
こ
と
を
記

念
し
て
１
８
２
７
年
に
一
船
一
基
の

石
仏
寄
進
で
作
ら
れ
た
。
こ
の
日
は

多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
島
の
方
々

は
石
仏
の
横
で
お
茶
や
お
菓
子
の
「
お

接
待
」を
行
う
。
本
当
に
温
か
い
島
だ
。

※
１
粟
島
海
員
学
校
（
明
治
３０
年
～
昭
和
６２
年
）

※
２
宿
泊
・
レ
ジ
ャ
ー
拠
点

※
３
花
崗
岩
の
風
化
土

※
４
最
盛
期
は
２
千
人
強
、
現
在
は
２
百
人
弱
の
住

民
が
生
活

山
下
正
文
・
大
沢
理
恵
子　
観
音
寺
あ
け
ぼ
の
山
の
会
／
香
川

荘内半島の紫雲出山から望む粟島・城山

城山から海の要衝を眺む

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成
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カ
メ
ラ
任
せ
か
ら
卒
業
し
よ
う

Vol.7

写
真
・
文  

宮
本
宏
明

　

今
回
か
ら
カ
メ
ラ
の
設
定
に
関
す

る
解
説
に
な
り
ま
す
。
お
使
い
の
カ

メ
ラ
の
使
用
説
明
書
を
手
元
に
置
き
、

カ
メ
ラ
を
触
り
な
が
ら
読
ん
で
い
た

だ
く
と
理
解
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
る
さ
調
整
の
仕
組
み

　

カ
メ
ラ
は
、
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー

に
当
た
る
光
の
量
（
ま
た
は
光
か
ら

電
気
信
号
へ
の
変
換
効
率
）
を
調
整

し
て
、
写
真
が
適
正
な
明
る
さ
に
写

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
調
整
の
方

法
は
①
絞
り
を
変
え
る
、
②
シ
ャ
ッ

タ
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
る
、
③
Ｉ
Ｓ
Ｏ

感
度
を
変
え
る　

の
三
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

ま
す
。

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
開
い
て
い
る
時
間
で
す
。
１

／
５
０
０
秒
、
１
／
２
５
０
秒
…
１

／
２
秒
、
１
秒
と
い
う
数
字
で
表
さ

れ
ま
す
。
１
／
２
５
０
秒
は
１
／

５
０
０
秒
の
２
倍
の
光
が
イ
メ
ー
ジ

セ
ン
サ
ー
に
当
た
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度

　

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
の
光
の
感
じ

や
す
さ
の
指
標
で
す
。

　

絞
り

　

レ
ン
ズ
を
通
る
光
の
量
を
調
整
す

る
仕
組
み
で
す
（
写
真
１
）。

　

ｆ
４
、
ｆ
５
・
６
、
ｆ
８
…
ｆ
11
、

ｆ
1６
と
い
う
数
字
で
表
さ
れ
、
数
字

が
大
き
い
ほ
ど
光
量
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
ｆ
５
・
６
は
ｆ
４
の
半
分
、
ｆ

８
は
ｆ
５
・
６
の
半
分
、
と
い
う
関
係

に
な
り
ま
す
。
写
真
１
は
レ
ン
ズ
の

中
の
絞
り
を
正
面
か
ら
見
た
も
の
で

す
。
普
段
は
開
放
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
撮
影
の
瞬
間
だ
け
設
定
値
ま
で

絞
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
は
イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
ー
の
前
面
に
あ
り
、
普
段
は
閉
じ

て
お
り
、
撮
影
す
る
瞬
間
だ
け
開
き

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
４
０
０
…
と
い
う
数
字
で
表

さ
れ
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
高
感
度

に
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
０
０
の
倍
の
感
度
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

４
０
０
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
の
倍
の
感

度
と
い
う
関
係
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
晴
天
の
昼
間
だ
と
、
ｆ
８
、

１
／
２
５
０
秒
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
く
ら

い
の
設
定
値
で
撮
影
す
る
と
適
正
な

明
る
さ
に
写
り
ま
す
。
こ
れ
と
は
異

な
る
組
み
合
わ
せ
、
例
え
ば
ｆ
11
、
１

写真 1　レンズの中にある絞りを正面から見たところ

図 1　絞りとシャッタスピードの関係
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ダ
ま
で
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
作
例
２
は
ｆ
５
・
６
で
撮
影
し

て
お
り
、
被
写
界
深
度
が
浅
い
た
め

奥
の
シ
ダ
は
ぼ
け
て
い
ま
す
。

　
シ
ャ
ッ
タ
ス
ピ
ー
ド
設
定
の
効
果

　

動
い
て
い
る
被
写
体
を
写
す
際
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
る
こ

と
で
写
真
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

作
例
３
は
１
／
４
秒
と
い
う
遅
い

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
に
よ
り
水
が

流
れ
て
写
り
、
優
美
な
滝
と
い
う
印

／
１
２
５
秒
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
０
で
も

同
じ
明
る
さ
に
写
り
ま
す
。
１
段
絞
っ

て
光
の
量
を
半
分
に
し
て
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
開
く
時
間
を
倍
に
し
て
い
る

の
で
、
セ
ン
サ
ー
に
当
た
る
光
の
量

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
図
１
） 

さ
ら
に
、

ｆ
11
、
１
／
２
５
０
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０

で
も
同
じ
明
る
さ
で
す
。（
光
の
量
は

半
分
、
感
度
は
倍
。）
こ
れ
が
絞
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感

度
の
関
係
で
す
。

　
カ
メ
ラ
で
表
現
で
き
る
こ
と

　

絞
り
設
定
の
効
果

　

通
常
一
点
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て

撮
影
し
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
の
前

後
に
も
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
範
囲
が
存
在
し
ま
す
。
こ

れ
が
被
写
界
深
度
で
す
。
絞
り
の
設

定
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
被
写
界
深

度
が
変
化
し
ま
す
。

　

作
例
１
と
２
は
、
い
ず
れ
も
手
前

の
赤
い
葉
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
作
例
１
は
ｆ
1６

ま
で
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
り
被
写
界

深
度
が
深
く
な
り
、
奥
の
黄
色
い
シ

象
で
す
。
一
方
作
例
４
は
１
／
２
５
０

と
い
う
速
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

に
よ
り
水
が
止
ま
っ
て
写
り
、
豪
快

な
滝
の
印
象
に
な
り
ま
す
。

　

尚
、
低
速
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
撮
影
す

る
際
は
、
ブ
レ
を
防
止
す
る
た
め
に

三
脚
を
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
設
定
の
効
果

　

絞
り
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
だ

け
で
は
明
る
さ
を
調
整
し
き
れ
な
い

時
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
変
更
し
ま
す
が
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
ど
ん
ど
ん
上
げ
て
ゆ

作例 1　被写界深度を深くした表現
　　　　f16 1/30 秒 ISO100

作例 3　遅いシャッタースピードによる表現　
　　　　f22 1/4 秒 ISO100

作例 4　速いシャッタースピードによる表現
　　　　f8 1/125 秒 ISO400

作例 2　被写界深度を浅くした表現
　　　　f5.6 1/250 秒 ISO100
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11月 のワンポイント

　11 月になると、山には散り残り
の紅葉がわずかに残るだけとなり、
華やかな被写体を見つけるのが難
しい季節です。それでも、観察眼
を鋭くして歩いていると、自然は
何かしら面白いものを見せてくれ
るものです。
　日陰では気温が下がり、登山道
が小さな沢を横切る所で水しぶき
が凍り付いた光景に出会うことが
あります。気づかずに通り過ぎて
しまうような光景ですが、近づいてファイン
ダーを覗いてみてください。芸術的な氷の造形
に驚くことと思います。
　作例は、奥秩父・雁坂峠登山道脇の小さな流
れです。広角レンズを使い、左下の氷と右上の
流れが対角構図となるようにカメラをセットし

ました。f16 まで絞り、手前から 1/3 の位置（赤
い□）にピントを合わせると、画面全体が被写
界深度に収まりシャープに写ります。スロー
シャッターの効果で流れは絹のように優しく表
現されています。日陰の青みがかった色調によ
り冷たさも表現できました。

く
と
ノ
イ
ズ
が
発
生
し
画
質
が
低
下

す
る
の
で
、
普
段
は
１
０
０
に
設
定

し
ま
す
。
最
近
の
カ
メ
ラ
で
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
８
０
０
程
度
ま
で
画
質
は
実
用
上

問
題
な
い
よ
う
で
す
。
カ
メ
ラ
の
性

能
に
よ
り
大
き
く
差
が
出
る
部
分
で
、

セ
ン
サ
ー
サ
イ
ズ
が
大
き
い
ほ
ど
有

利
（
ノ
イ
ズ
が
出
に
く
い
）
で
す
。

　

実
際
の
カ
メ
ラ
の
操
作

　

撮
影
目
的
に
よ
り
カ
メ
ラ
の
撮
影

モ
ー
ド
を
設
定
し
ま
す
。

　

絞
り
を
自
分
で
決
め
て
撮
影
し
た

い
時
は
「
絞
り
優
先
オ
ー
ト
」（
Ａ
ｖ
、

Ａ 

＊
）
に
設
定
し
ま
す
。
自
分
で
ｆ

値
を
セ
ッ
ト
す
れ
ば
、
適
切
な
明
る
さ

に
な
る
よ
う
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
を
カ
メ
ラ
が
自
動
で
セ
ッ
ト
し
て

く
れ
ま
す
。

　

シ
ャ
ッ
タ
ス
ピ
ー
ド
を
自
分
で
決

め
て
撮
影
し
た
い
時
は
「
シ
ャ
ッ
タ
ー

優
先
オ
ー
ト
」（
Ｔ
ｖ
、
Ｓ 

＊
）
に
設

定
し
ま
す
。
自
分
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
を
セ
ッ
ト
す
れ
ば
、
適
切
な

明
る
さ
に
な
る
よ
う
に
絞
り
（
ｆ
値
）

を
カ
メ
ラ
が
自
動
で
セ
ッ
ト
し
て
く

れ
ま
す
。

　

絞
り
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
も

カ
メ
ラ
任
せ
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
ー

ト
」（
Ｐ
）
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

適
切
な
明
る
さ
で
写
る
だ
け
の
モ
ー

ド
で
、
自
分
の
表
現
意
図
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

絞
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
の

両
方
を
自
分
で
判
断
し
設
定
す
る
ベ

テ
ラ
ン
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド

（
Ｍ
）
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
様
々
な
便
利
モ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
カ
メ
ラ
の
使
用
説
明
書

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
モ
ー
ド
の
表
示
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

写真 2　モードダイヤル
　　　   （キャノン EOS 70D）

Canon EOS 5D Mark Ⅱ（フルサイズ）
24-105mm（24mm）　f16　0.7 秒　ISO100
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１１
月
も
２０
日
を
過
ぎ
る
と
、
晴
れ
の

日
は
極
端
に
少
な
く
な
り
、
連
日
霙み
ぞ
れ

か
、

冷
た
い
雨
の
日
が
多
く
な
る
。
標
高
の

高
い
山
々
が
根
雪
と
な
る
の
も
こ
の
頃

だ
。

　

も
う
随
分
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
初

冬
の
白
神
岳
か
ら
十
二
湖
へ
と
通
じ
る

縦
走
路
を
気
心
の
知
れ
た
メ
ン
バ
ー
で

歩
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
歩
く

と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
二
の
次
。
山
頂

の
避
難
小
屋
で
鍋
を
肴さ
か
な

に
飲
も
う
と
い

う
の
が
一
番
の
目
的
だ
っ
た
。
メ
イ
ン

の
メ
ニ
ュ
ー
は
き
り
た
ん
ぽ
鍋
。
こ
こ

は
青
森
県
で
あ
る
が
、
私
た
ち
の
住
む

エ
リ
ア
は
秋
田
県
と
接
し
て
い
る
土
地

柄
の
た
め
、「
き
り
た
ん
ぽ
」
は
郷
土

料
理
の
代
表
選
手
な
の
だ
。
参
加
者
は

４
人
。
そ
れ
ぞ
れ
荷
物
を
分
担
。
や
は

り
ビ
ー
ル
が
重
い
。
私
は
そ
の
飲
み
物

担
当
。
た
っ
た
一
晩
の
た
め
に
、
猟
師

か
ら
も
ら
っ
た
２
羽
分
の
ヤ
マ
ド
リ
の

肉
と
、
そ
れ
か
ら
取
っ
た
出
汁
を
背
負

う
者
も
い
た
。
比
内
地
鶏

が
定
番
の
美
味
し
さ
で
は

あ
る
が
、
ヤ
マ
ド
リ
に
は

か
な
わ
な
い
。

　

標
高
１
０
０
０
メ
ー
ト

ル
、
稜
線
直
下
の
深
い
と
こ
ろ
で
積
雪

は
４０
セ
ン
チ
ほ
ど
。
夏
時
間
プ
ラ
ス
１

時
間
で
稜
線
へ
出
る
。
重
荷
を
小
屋
に

降
ろ
す
な
り
、
缶
ビ
ー
ル
を
プ
シ
ュ
。

５０
ｍ
先
の
山
頂
へ
は
誰
も
向
か
わ
な

い
。
と
に
か
く
「
き
り
た
ん
ぽ
」
が
最

優
先
。
早
速
作
り
始
め
る
。
私
は
少
し

だ
け
作
業
を
サ
ボ
り
、
来
た
道
を
引
き

返
す
。
最
高
峰
の
向
白
神
岳
が
こ
の
時

期
に
し
て
は
珍
し
く
美
し
い
姿
を
見
せ

て
く
れ
た
。
凍
え
る
指
を
温
め
な
が
ら

数
枚
撮
影
。
小
屋
に
帰
る
と
、
皆
２
本

目
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
終
え
、
大
き
な
鍋

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

翌
日
、
全
員
二
日
酔
い
で
小
屋
を
出

発
。
何
と
か
６
時
間
後
に
青
池
へ
下
山
。

生
涯
一
番
の
「
た
ん
ぽ
」
で
あ
っ
た
。

│第 51 回│

「思い出のきりたんぽ」
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表紙写真：宮本宏明

「霧氷咲く黒檜山」　
赤城山は、冬型の気圧配置が強まると谷川連峰を越えてき
た季節風の影響を受け、霧氷が出現することが多い。この日、
最高点の黒檜山は朝から雲に包まれていたが、夕方になる
とみるみる雲が消え、美しく化粧した姿を見せてくれた。

01　連載　中国の青いケシ探訪記
02　瀬戸内海の山々
　　　岩城島 積善山
　　　粟島 城山
05　連載　山を楽しむ写真講座
08　連載　白神便り
10　ふみあと
11　連載　子づれ山さんぽ
12　瀬戸内海の山々
　　　小豆島 星ヶ城山
　　　江田島 古鷹山・クマン岳
　　　荘内半島 紫雲出山／広島 王頭山
　　　宮島
20　新連載　事故防止は仲間の知恵で
22　連載　アドベンチャー・トラベル
24　連載　山登りのための やさしい気象講座
26　連載　登山者のための温泉講座　
28　専門委員会活動報告

31　全国連盟の活動

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ  

33　インタビュー  ひと　中川和道さん

34　連載　地図読み迷人
36　連載　会・クラブ紹介　西山ハイキングクラブ

38　ミニガイド  岩櫃山（群馬）

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　連載　オススメ山道具

松永秀和

沢井久夫・鈴木美春
山下正文・大沢理恵子

宮本宏明

原田勇成

武井真理

阿部哲也
香川佳久
稲見慎一
宮本隆志

疋田吉継・中川和道

大蔵喜福

野尻英一

       古田靖志

村松孝一

 
宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

石井光造

笹原芳樹
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地球温暖化を打開する選択が必要…

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟　理事長）

　

地
球
温
暖
化
は
、
人
間
の
活
動
が

影
響
し
て
い
る
こ
と
に
「
疑
う
余
地

が
な
い
」。

　

こ
れ
は
、
国
連
の
「
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
第
１
部
会
報
告
（
８
月
９
日
）

で
初
め
て
断
定
し
た
も
の
で
、「
証

拠
が
よ
り
強
固
に
な
っ
た
」
と
い
う

も
の
。

　

気
候
変
動
は
、
集
中
豪
雨
、
大
雪
、

熱
波
、
海
面
上
昇
な
ど
前
例
の
な
い

災
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
規
模
で

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
生
活
を
脅

か
し
、
山
岳
自
然
環
境
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

温
暖
化
は
、
高
山
帯
に
生
息
す
る

動
植
物
も
影
響
を
受
け
、
南
・
北
ア

ル
プ
ス
や
そ
の
周
辺
に
し
か
い
な
い

特
別
天
然
記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
も

生
息
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
年
間
を
通
じ
て
高

山
帯
に
住
み
高
山
植
物
を
餌
に
し
て

い
る
。
ハ
イ
マ
ツ
林
は
営
巣
場
所
で

あ
る
と
と
も
に
、
捕
食
者
か
ら
の
逃

避
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
研
究
報

告
で
は
、
南
北
ア
ル
プ
ス
の
ハ
イ
マ

ツ
生
息
地
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る

と
い
う
。
温
暖
化
で
ハ
イ
マ
ツ
の
生

息
地
域
が
な
く
な
る
と
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
山
や
南
・
北
ア
ル
プ
ス

な
ど
の
高
山
帯
は
、
素
晴
ら
し
い
自

然
の
景
観
を
登
山
者
に
恵
ん
で
く
れ

る
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
を
保
全

す
る
た
め
の
屋
台
骨
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
温
暖
化

の
影
響
は
、こ
こ
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

温
暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

省
エ
ネ
・
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
同
時
に
、
Ｃ

Ｏ
２
を
吸
収
す
る
森
林
を
適
切
に
保

全
す
る
な
ど
自
然
環
境
を
守
り
整
え

る
こ
と
も
必
要
だ
。

　

し
か
し
、
南
ア
ル
プ
ス
で
は
、
現

在
の
政
府
が
認
可
し
た
、
山
岳
地
帯

の
地
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
貫
通
す
る
リ

ニ
ア
新
幹
線
計
画
が
あ
り
、
豊
か
な

自
然
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

リ
ニ
ア
計
画
は
自
然
を
大
規
模
に
破

壊
す
る
う
え
に
、
新
幹
線
の
４
倍
も

の
電
力
を
消
費
す
る
も
の
で
、
時
代

に
逆
行
す
る
と
ん
で
も
な
い
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

　

登
山
者
は
、
山
岳
地
域
の
自
然
の

豊
か
さ
を
知
る
「
山
の
民
」
と
し

て
、
地
球
温
暖
化
か
ら
自
然
環
境
を

守
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
も
つ
と
同

時
に
、
そ
れ
を
打
開
す
る
道
を
選
ぶ

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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カモシカスポーツ武井真理
七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.52書籍紹介

　以前（2018 年 12 月号）紹介した、子づれ山さんぽの百
科事典（!?）、新井和也・千鶴『赤ちゃんから始めました 親
子登山』（東京新聞）の流れを汲むような、0 歳からの山さ
んぽを助けてくれる、貴重な書籍を紹介します。

①  木村和也『親子で山さんぽ』（交通新聞社　2020 年）

②  雑誌『母の友』（福音館書店）
　    2020 年 7 月号（No.806）、2015 年 7 月号（No.746）など

仕事で著者にお会
いする機会があり
ま し た が、 ご 自 身
の経験から「山じゃ
な く て も い い、 初
めは丘でいいんで
す よ！」 と お っ
しゃっていました。

本誌読者の方で、『母の友』
を、「子育て中に読んでた、
懐かしい！」という方もい
らっしゃるのでは？　特集

「野山であそぶ」、「身近な自
然を感じる」として、気軽
な山の楽しみ方のほか、山
の写真集のような作りの頁
が設けられていたり、保育

のプロや、識者の声も。こどもに関わる話題はもちろん、子
育てから離れたところに親自身の純粋な興味を飛ばしてくれ
るような記事も数多く載っています。

※ハイキングカルチャー、トレイルカルチャーに特化した
　マガジン形式の Web サイト

　「並木道からはじめよう」「山登りデ
ビューは公園から」等、山へのハードルを
下げ、初めの一歩を応援。
　一般的な山岳ガイドには載らない、丘陵
地、渓谷、牧場の近くにある自然豊かな公
園や、特急電車やロープウェーといった乗
物を楽しみながら歩けるような場所を、数
多く掲載。寄道スポット（子供の遊び場、
飲食、日帰り湯）や、交通アクセス、問合
先情報も充実。
　時々挿入されるコラム＆「山力アップ
レッスン帳」の項では、「こどもの年齢」「山
選び」「ウェア」「親の現状把握」…小さな
こどもとの山さんぽでの危機管理が学べま
す。
　木村氏は、故新井和也氏とかつて仕事仲
間で、親子登山の本の話をすることもあっ
たとか。巻末の参考図書一覧でも新井氏の
著書を挙げられています。

　『ぐりとぐら』等、日本を代表する絵本を
数多く出版している福音館書店の雑誌。
　おおよそ夏頃に「野山で遊ぼう」という趣
旨の特集が組まれる年があります。2020 年
7 月号では「身近な自然を感じる」と題し、
Web マガジン『TRAILS』（※）主宰のひと
り佐井和沙氏の体験談を掲載。おむつ＆授乳
中のこどもを連れ、家族で海外のロングトレ
イルを旅したこともある佐井さん、「こども
と行く山を Web で調べる時は、『こども ハ
イキング 低山』等では、出てくる情報にレベ
ルの差が出すぎて×。『住んでいる地域　自
然散策』等が◎。『自宅からのアクセス、道
のアップダウン』調べも必須」等リアルなア
ドバイスが！（←私も経験があります…！）

番外編
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が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
地
殻
変
動
や

風
化
・
侵
食
に
よ
り
多
種
多
様
の
奇

岩
と
崖
地
が
絶
景
を
創
り
あ
げ
た
日

本
三
大
渓
谷
美
の
１
つ
で
あ
る
。
昭

和
９
年
（
１
９
３
４
年
）
に
日
本
初

の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
の
代
表
的
な
景
勝
地
と

な
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
11
月
の
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
奇
岩
に
イ
ロ

ハ
モ
ミ
ジ
、オ
オ
モ
ミ
ジ
、ア
カ
シ
デ
、

イ
ワ
シ
デ
な
ど
５０
種
類
を
超
え
る
紅

葉
植
物
が
彩
を
添
え
る
名
所
で
あ
る
。

　

紅
葉
に
は
ま
だ
早
い
９
月
の
敬
老

の
日
と
紅
葉
の
11
日
２４
日
に
、
海
岸
線

の
草
壁
港
（
０
ｍ
）
か
ら
名
勝
・
寒

霞
渓
を
経
て
星
ケ
城
山
ま
で
の
コ
ー

ス
を
会
員
1０
名
で
登
っ
た
。
高
松
港

の
県
営
桟
橋
に
集
合
し
、
７
：
２０
高

速
艇
に
乗
船
し
て
瀬
戸
内
海
の
離
島

小
豆
島
に
向
か
う
。
海
は
穏
や
か
で

高
速
艇
は
滑
る
よ
う
に
航
海
し
、
土

庄
港
に
は
３５
分
で
到
着
。
港
か
ら
始

発
の
バ
ス
に
３０
分
乗
り
草
壁
港
ま
で

　

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
中

核
と
な
る
小
豆
島
は
香
川
県

沖
に
あ
り
、
小
豆
島
の
ほ
ぼ

中
央
に
は
寒
霞
渓
と
最
高
峰

の
星
ヶ
城
山
（
８
１
６
ｍ
）

が
あ
る
。
星
ヶ
城
山
は
、
嶮け

ん

岨そ

山ざ
ん

と

も
呼
ば
れ
頂
上
に
は
城
跡
が
あ
る
。

　

寒
霞
渓
は
、
約
１
３
０
０
万
年
前

の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
安
山

岩
層
や
火
山
角
礫
岩
層
な
ど
の
岩
塊

阿
部
哲
也　
さ
ぬ
き
山
歩
会
／
香
川

寒霞渓表十二景　落ち葉の絨毯をふみしめながら、緩やかな登り

寒霞渓裏八景　左「螺
ほらがいいわ

貝岩」と正面「二
ふた

見
み

岩
いわ

」

小し
ょ
う

豆ど

島し

ま

・
奇
岩
の
寒か

ん

霞か

渓け

い

と
星ほ

し

ヶが

城じ
ょ
う

山や

ま
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に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
こ
の
辺
り
に
住

ん
で
い
た
宗
教
団
体
の
信
者
が
後
世

に
組
み
上
げ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
様
式
の
仏
塔
で
あ
る
パ

ゴ
ダ
だ
と
い
う
。
中
に
は
石
仏
が
祀

ら
れ
て
い
る
。

　

頂
上
に
あ
る
パ
ゴ
ダ
で
記
念
撮
影

し
、
三
笠
広
場
ま
で
引
返
し
た
。
下

イ
駅
が
あ
る
三
笠
広
場
（
６
１
２
ｍ
）

に
は
1２
：
００
到
着
し
た
。　

　

遊
歩
道
で
は
数
人
し
か
す
れ
違
わ

な
か
っ
た
が
、
三
笠
広
場
の
大
駐
車

場
は
ほ
ぼ
満
車
状
態
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
三
密
に
注
意
し
な
が

ら
昼
食
休
憩
を
取
っ
た
。
三
笠
広
場

か
ら
は
登
山
道
と
な
り
１
時
間
で
星

ケ
城
山
に
到
着
す
る
。

　

星
ヶ
城
山
は
南
北
朝
時
代
に
南
朝

方
で
備
前
児
島
の
豪
族
、
佐
々
木
三
郎

左
衛
門
尉
飽
浦
信
胤
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
山
城
で
、
現
在
城
址
に

は
土
塁
や
空
堀
な
ど
の
遺
構

が
残
っ
て
い
る
。
東
峰
の
山

頂
に
は
石
組
み
の
塔
が
建
っ

て
い
る
が
、『
日
本
城
郭
大
系
』

行
き
、
９
：
０５
に
登
山
を
開
始
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
、
内
海
ダ
ム
畔
の
さ
く
ら

広
場
ま
で
車
道
沿
い
を
１
時
間
弱
歩

き
、
こ
こ
か
ら
寒
霞
渓
遊
歩
道
・
表

神
懸
線
（
表
十
二
景
）
に
入
る
。
遊

歩
道
は
運
動
靴
で
も
歩
け
る
く
ら
い

に
整
備
さ
れ
３０
分
弱
で
寒
霞
渓
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
あ
る
紅
雲
亭
駅
（
２
９

５
ｍ
）
へ
1０
：
３０
に
到
着
す
る
。
ト

イ
レ
休
憩
後
、
奇
岩
の
表
十
二
景
に

感
嘆
し
な
が
ら
四
望
頂
（
５
８
０
ｍ
）

ま
で
約
１
時
間
登
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ

山
は
、寒
霞
渓
遊
歩
道
・
裏
神
懸
線
（
裏

八
景
）
を
廻
り
石
門
洞
や
奇
岩
を
観

な
が
ら
内
海
ダ
ム
ま
で
歩
い
た
所
で
、

フ
ェ
リ
ー
の
時
間
に
な
り
山
行
終
了
。

こ
こ
か
ら
は
内
海
ダ
ム
前
の
バ
ス
停

か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
草
壁
港
へ
行
き
、

内
海
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
高
松
港
に

帰
っ
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
猿
の
出

没
が
有
名
で
、
遊
歩
道
に
も

ド
ン
グ
リ
が
沢
山
落
ち
て
い

た
。
ち
ょ
っ
と
心
配
だ
っ
た

が
、
結
局
遭
遇
す
る
こ
と
は

１
度
も
な
く
、
秋
晴
れ
の
気

持
ち
良
い
登
山
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

寒霞渓裏八景「大亀岩」

寒霞渓裏八景「大師洞」

寒霞渓の頂上から海と空が一体になった風景

2020 年 9 月 21 日　7：40 高松港 = 高速艇
=8：15 土 庄 港 8：20= バ ス =8：53 草 壁
港～ 10：00 さくら広場～ 10：30 紅雲亭
～ [ 表十二景 ] ～ 12：00 三笠広場～ 13：
35 星 ヶ 城 山 ～ 14：25 三 笠 広 場 ～ [ 裏 八
景 ] ～ 15：05 石 門 洞 ～ 15：45 内 海 ダ ム
15:54= バ ス =15：59 草 壁 港 16:15= フ ェ
リー =17：15 高松港　※草壁港発着フェ
リーは 2021 年 4 月から休止中。池田港、
土庄港発着を利用のこと。

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成
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切
串
港（
江
田
島
）行
き
フ
ェ
リ
ー
は
、

江
田
島
、
能
美
島
等
へ
行
く
サ
イ
ク

リ
ス
ト
達
に
も
人
気
で
、
同
じ
船
に

乗
り
合
わ
せ
る
事
も
あ
る
。
右
手
に

見
え
る
似
島
は
明
治
以
降
軍
の
検
疫

所
が
置
か
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後

の
ド
イ
ツ
軍
人
の
捕
虜
５
０
０
人
が

収
容
さ
れ
た
島
で
あ
る
。
学
生
と
の

サ
ッ
カ
ー
交
流
で
広
島
に
ド
イ
ツ
の

サ
ッ
カ
ー
を
伝
え
た
り
、
カ
ー
ル
・

ユ
ー
ハ
イ
ム
さ
ん
が
日
本
初
の
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
を
焼
い
た
島
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　
軍
事
遺
構
の
島

　
今
は
平
和
な
登
山
路

　

広
島
湾
は
か
っ
て
海
外
出
兵
の
拠

点
で
あ
っ
た
軍
都
広
島
を
は
じ
め
岩

国
の
海
軍
航
空
隊
、
呉
の
軍
港
や
海

軍
工
廠
な
ど
軍
需
産
業
の
一
大
集
積

地
で
あ
っ
た
。
原
爆
と
敗
戦
に
よ
り

多
く
の
命
と
生
活
の
場
を
失
っ
た
歴

史
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
私
た
ち
が
登

る
瀬
戸
の
山
々
に
も
多
く
の
軍
事
遺

構
が
残
っ
て
い
る
が
当
時
は
登
山
等

で
き
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
今
は
平

　
春
の
海
、
連
絡
船
で
行
く

　
花
の
縦
走
路

　

広
島
湾
に
浮
か
ぶ
島
々
は
人
が
住

む
生
活
の
島
が
多
い
。
連
絡
船
は
通

勤
通
学
に
絶
対
必
要
な
島
民
の
足
で

あ
る
。
瀬
戸
の
山
々
は
、
お
だ
や
か

な
船
旅
と
海
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
な

山
歩
き
が
リ
ン
ク
し
た
素
晴
ら
し
い

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
私
達
の
春
の

山
歩
き
は
江
田
島
の
切
串
港
か
ら
古

鷹
山
、
ク
マ
ン
岳
を
ま
わ
っ
て
切
串

港
へ
帰
る
一
周
コ
ー
ス
。
以
前
古
鷹

山
大
火
の
後
、
山
火
事
に
備
え
防
火

帯
が
作
ら
れ
ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
、
ミ

モ
ザ
、
大
島
桜
な
ど
が
植
樹
さ
れ
て

お
り
４
月
は
そ
の
花
木
が
咲
き
の
ど

か
な
春
の
海
と
花
の
縦
走
が
楽
し
め

る
江
田
島
の
名
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　

宇
品
港
（
広
島
）
９
時
２０
分
発
の

香
川
佳
久　
桃
源
郷
ク
ラ
ブ
／
広
島

春霞の江田島湾と術科学校

縦走路から望む岩峰・古鷹山

江え

田た

島じ

ま

　
古ふ

る

た

か

や

ま

鷹
山
・
ク
マ
ン
岳

海
を
見
な
が
ら
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
歩
く
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頑
張
り
岩
尾
根
を
下
っ
て
行
く
、
一

下
り
し
て
林
道
を
横
断
、
素
晴
ら
し

い
眺
望
の
尾
根
を
快
適
に
登
る
と
ま

ず
は
奇
岩
帆
立
岩
が
現
れ
、
さ
ら
に

進
め
ば
広
い
ク
マ
ン
岳
頂
上
に
到
着

す
る
。

に
は
八
方
国
方
位
盤
や
五
省
訓
の
説

明
板
も
あ
っ
て
旧
海
軍
兵
学
校
鍛
錬

の
山
で
あ
っ
た
面
影
を
残
し
て
い
る
。

　

頂
上
か
ら
の
見
晴
ら
し
は
江
田
島

湾
を
は
さ
ん
で
野
登
呂
山
、
砲
台
山

と
連
な
る
能
美
島
を
眺
め
ら
れ
る
。

実
は
江
田
島
と
能
美
島
は
陸
地
で
つ

な
が
っ
て
お
り
、
現
在
は
合
併
し
て

江
田
島
市
に
。
そ
し
て
漁
業
や
柑
橘

類
栽
培
が
盛
ん
な
二
島
で
、
特
に
電

照
菊
や
高
品
質
な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

の
生
産
地
で
知
ら
れ
て
い
る
。
能
美

島
の
さ
ら
に
向
う
に
霞
ん
で
見
え
る

端
島
や
柱
島
等
の
島
々
は
「
瀬
戸
の

花
嫁
」
の
歌
そ
の
ま
ま
に
小
さ
な
連

絡
船
の
通
う
山
口
県
岩
国
市
の
島
々

で
広
島
湾
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
景
色

で
あ
る
。

　
広
島
ベ
イ
エ
リ
ア
展
望
の
山

　

古
鷹
山
は
標
高
３
９
４
ｍ
と
は
い

え
海
抜
０
ｍ
か
ら
の
登
山
で
あ
り
、
１

時
間
の
行
程
と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
縦

走
を
歩
い
て
き
た
の
で
登
頂
は
1２
時

頃
に
な
る
。
お
昼
も
待
ち
遠
し
い
が

さ
ら
な
る
眺
望
を
求
め
て
も
う
ひ
と

和
で
自
由
な
登
山
が
楽
し
め
る
良
い

時
代
で
あ
る
。

　

さ
て
切
串
港
に
約
３０
分
で
到
着
、

1０
時
に
は
歩
き
始
め
ら
れ
る
。
立
て

込
ん
だ
家
並
を
過
ぎ
、
長
谷
川
沿
い

の
道
路
を
登
っ
て
行
く
と
、
約
１
時

間
で
登
山
コ
ー
ス
の
尾
根
道
に
出
合

う
。
眼
下
に
江
田
島
湾
、
旧
海
軍
兵

学
校
址
を
望
む
尾
根
道
は
よ
く
整
備

さ
れ
て
お
り
、
歩
き
や
す
い
快
適
な

縦
走
路
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
小
ピ
ー

ク
を
越
え
岩
峰
の
急
坂
を
登
る
と
古

鷹
山
の
山
頂
に
到
着
で
あ
る
。
山
頂

　

標
高
３
９
９
・
５
ｍ
の
頂
上
か
ら

は
３
６
０
度
の
素
晴
ら
し
い
パ
ノ
ラ

マ
が
展
開
す
る
。
宮
島
を
は
じ
め
瀬

戸
の
島
々
、
広
島
市
や
四
国
方
面
も

望
め
る
。
山
頂
広
場
で
お
昼
休
憩
、

船
舶
行
き
交
う
瀬
戸
の
展
望
を
楽
し

み
1３
時
３０
分
下
山
開
始
。
見
通
し
良

い
尾
根
を
気
持
ち
よ
く
下
る
。
尾
根

の
急
坂
を
下
る
と
集
落
が
近
い
。

　

家
屋
込
み
合
う
中
は
ち
ょ
っ
と
分

か
り
に
く
い
が
、
海
を
感
じ
る
方
向

に
歩
け
ば
切
串
港
に
着
き
、
1４
時
５０

分
発
宇
品
行
き
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
で

き
る
。
海
を
渡
り
な
が
ら
楽
し
か
っ

た
今
日
の
山
行
を
思
い
心
に
浮
か
ぶ

歌
は
や
は
り
「（
歌
い
だ
し
）
瀬
戸
は

日
暮
れ
て
夕
波
小
波
（
二
番
）
岬
回

る
の
小
さ
な
船
が
」
か
な
。

クマン岳付近は奇岩が多い

日章旗

方位盤

参考タイム＝切串港＞ 60 分＞登山道取り
付き＞ 60 分＞古鷹山＞ 50 分＞クマン岳＞
60 分＞切串港
交通＝広島市・宇品港からフェリー 30 分
で切串港。宇品港までは、広島駅からは広
電宇品行きと宇品行きのバスがある。自家
用車等なら宇品港の有料駐車場を利用する

（1000 円／日）。

古鷹山の頂上

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成
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浜
漁
港
駐
車
場
に
帰
り
着
い
た
。
下
山

後
は
仁
尾
町
父
母
ケ
浜
の
海
水
浴
場

に
立
ち
寄
っ
た
。
計
画
通
り
に
引
き
潮

で
、
ウ
ユ
ニ
塩
湖
と
ま
で
は
い
か
な
い

が
、
潮
た
ま
り
に
景
色
を
映
し
て
写
真

撮
影
会
な
ど
し
た
。
晴
天
で
絶
好
の
花

見
日
和
の
山
行
だ
っ
た
。

注
）
文
中
、桜
シ
ー
ズ
ン
中
の
「
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」

は
２
０
２
１
年
現
在
、
運
行
し
て
い
ま
せ
ん
。
問

い
合
わ
せ
は
三
豊
市
観
光
交
流
局 

０
８
７
５
─
５

６
─
５
８
８
０
。

陽
花
の
有
名
な
景
勝
地
。
今
日
は
桜
の

シ
ー
ズ
ン
中
の
た
め
、
漁
港
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え
（
三
豊
市
観
光

交
流
局
に
ア
ク
セ
ス
が
必
要
）、
舗
装

さ
れ
た
遊
歩
道
を
山
頂
め
が
け
て
す
す

む
。
頂
上
で
の
桜
は
満
開
で
見
事
だ
っ

た
。

　

お
花
見
登
山
（
弁
当
）
の
あ
と
、
歩

き
足
り
な
い
徒
歩
組
と
バ
ス
組
に
分
か

れ
て
下
山
。
二
組
が
ほ
ぼ
同
時
刻
に
大

　

桜
・
満
開
を
楽
し
み
に
徳
島

を
９
時
に
出
発
、
香
川
県
三
豊

市
の
大
浜
漁
港
駐
車
場
に
11
時

に
到
着
。紫
雲
出
山（
３
５
２
ｍ
）

は
、
瀬
戸
内
海
に
突
き
出
た
荘

内
半
島
の
先
端
近
く
に
あ
る
。

山
頂
か
ら
は
、
瀬
戸
の
島
々
の

素
晴
ら
し
い
展
望
が
あ
り
、
海

の
向
こ
う
に
は
中
国
山
地
も
見

渡
せ
る
。
ま
た
、
桜
並
木
、
紫

稲
見
慎
一　
徳
島
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

瀬戸内海を見渡す

桜並木

日本のウユニ塩湖？

2019 年 4 月 7 日　26 名参加
9：00JR 佐古駅（徳島市）～
10：30 三 豊 鳥 坂 IC ～ 11：
10 大浜漁港駐車場～ 12：30
紫 雲 出 山 ～ 14：10 大 浜 漁
港 駐 車 場 ～ 14:40 父 母 ケ 浜
～ 16：20 津田の松原 SA ～
17：50JR 佐古駅
1：25000 地形図　紫雲寺・
六島

荘し
ょ
う

内な

い

半は

ん

島と

う

　
紫し

雲う

出で

山や

ま

～
父ち

ち

母ぶ

ケが

浜は

ま

瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る
香
川
県
内
屈
指
の
景
観
ス
ポ
ッ
ト

浦
島
伝
説
が
息
づ
く
・
春
の
桜
と
初
夏
の
紫
陽
花
が
美
し
い
多
島
美
の
山

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成
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に
間
に
合
う
よ
う
慌
た
だ
し
く
下
山

し
た
。
江
の
浦
港
1３
：
４０
発
の
ニ
ュ
ー

ビ
サ
ン
（
丸
亀
港
ま
で
２０
分
の
高
速

艇
）
に
乗
船
※
。
一
日
中
晴
天
で
行
き

も
帰
り
も
海
は
穏
や
か
。
快
適
な
船

旅
を
満
喫
し
、
も
う
一
つ
の
目
当
て

の
讃
岐
う
ど
ん
を
丸
亀
市
内
で
食
べ

て
、
徳
島
へ
帰
路
に
着
く
。
島
の
登

山
は
い
つ
も
と
違
う
船
の
移
動
と
満

腹
感
で
満
た
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。

※
青
木
へ
下
山
す
る
ゆ
っ
く
り
し
た
コ
ー
ス
を
と
れ
ば
、

　

次
の
16
：
40
発
の
客
船
が
あ
る

　

徳
島
市
（
Ｊ
Ｒ
佐
古
駅
）
を
朝
７
時

に
自
家
用
車
５
台
で
出
発
し
、
総
勢

２1
名
が
丸
亀
港
駐
車
場
に
到
着
。
丸

亀
港
か
ら
備
讃
フ
ェ
リ
ー
（
し
わ
く

丸
）
に
乗
船
し
て
、
さ
ぬ
き
広
島
の

江
の
浦
港
ま
で
４０
分
の
心
地
よ
い
船

旅
。
港
か
ら
海
岸
沿
い
を
歩
き
、
登

山
口
に
着
く
。
シ
ダ
の
生
い
茂
る
山

道
、
岩
場
や
滑
り
や
す
い
砂
地
に
気
を

付
け
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
た
。
ピ

ン
ク
や
赤
い
ツ
ツ
ジ
が
い
た
る
と
こ

ろ
で
咲
き
、
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。

山
頂
（
３
１

２
ｍ
）
の
三

角
点
で
集
合

写
真
を
撮
り
、

王
頭
砂
漠
と

呼
ば
れ
る
独

特
な
形
の
巨

石
が
並
ぶ
異

空
間
で
早
々

に
昼
食
、
帰
り

の
フ
ェ
リ
ー

稲
見
慎
一　
徳
島
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

江の浦港に向かうフェリーから見た王頭山

2019 年 4 月 21 日　8：45 丸亀港～ 10：05 江の
浦港～ 10：30 登山口～ 11：30 頂上～ 13：20 江
の浦港～ 14：15 丸亀港
1：25000 地形図　讃岐広島

さ
ぬ
き
広
島
・
王お

う

頭と

う

山ざ
ん

（
し
わ
く
富
士
）

26
の
島
々
か
ら
な
る
塩
飽
諸
島
の
最
高
峰
、
山
頂
か
ら
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
一
望

大
阪
築
城
に
使
わ
れ
た
「
青
木
石
」
の
産
地

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成

本号で掲載した「瀬戸内海の山々」

17 登山時報 2021 年 11 月号



な
川
の
河
口
だ
が
深
場
と
な
っ
て
い
る
の

で
上
流
部
を
渡
る
。
下
谷
浦
の
川
沿
い
の

小
道
を
１
０
０
ｍ
進
む
と
三
叉
路
に
な
り

（
小
さ
な
案
内
板
あ
り
）、
そ
こ
を
右
折
す

る
と
長
浦
へ
の
近
道
に
な
る
。
下
谷
浦
の

岬
を
抜
け
る
と
前
方
に
拝
殿
を
持
っ
た
須

屋
浦
神
社
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
を
詣
で

て
宮
島
最
西
端
の
岬
を
廻
る
と
景
色
が
一

変
す
る
。
対
岸
ま
で
数
百
メ
ー
ト
ル
の
狭

い
大
野
瀬
戸
を
眺
め
ら
れ
、
視
界
が
大
き

く
開
け
て
南
西
方
面
の
展
望
が
利
く
よ
う

に
な
る
。
長
浦
の
奇
麗
な
砂
浜
を
進
み
右

前
方
に
見
え
る
可
部
島
を
過
ぎ
る
と
、
宮

島
最
南
端
の
革こ
う

篭ご

崎さ
き

に
到
着
す
る
。

　
選
択
の
岐
路
が
次
々
と

　

革
篭
崎
の
通
過
は
潮
位
に
よ
っ
て
選
択

が
分
か
れ
る
。
安
全
な
場
合
は
水
際
の
磯

を
歩
く
。
潮
位
が
高
い
場
合
は
岬
の
コ
ル

を
抜
け
る
に
限
る
。
後
者
の
場
合
は
尾
根

に
出
る
手
前
で
登
山
道
に
出
る
の
で
、
右

に
行
け
ば
岬
の
突
端
の
展
望
地
で
少
し
左

に
戻
っ
て
右
に
向
か
う
登
山
道
を
進
む
と

　

宮
島
の
海
岸
線
一
周
は
約
３０
㎞
で
、
北

半
分
は
車
道
歩
き
、
南
半
分
は
基
本
的
に

海
岸
歩
き
で
あ
る
。
一
周
す
る
に
は
宮
島

桟
橋
を
基
点
と
し
て
11
～
1３
時
間
程
度
が

必
要
な
の
で
、
日
照
時
間
の
長
い
夏
季
に

実
施
し
、
コ
ー
ス
は
日
没
後
も
車
道
を
歩

け
る
反
時
計
廻
り
を
勧
め
る
。

　

さ
て
、
ス
タ
ー
ト
は
桟
橋
を
出
て
大
野

瀬
戸
を
右
に
見
な
が
ら
西
進
。厳
島
神
社
・

宮
島
水
族
館
を
過
ぎ
る
と
建
物
も
疎
ら
と

な
り
、
桟
橋
か
ら
約
１
時
間
で
広
島
大
学

自
然
植
物
実
験
所
に
到
着
す
る
。
実
験
所

の
先
で
車
道
は
な
く
な
る
の
で
、
右
側
の

浜
に
降
り
て
海
岸
線
を
進
む
。
海

岸
歩
き
は
、
岬
の
通
過
時
は
深
場

が
あ
っ
た
り
、
高
巻
き
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
り
す
る
が
、
短
距
離
な

ら
ば
沢
経
験
を
活
か
し
て
ザ
ッ
ク

を
浮
き
に
し
て
突
破
す
る
。
ど
ら

ら
を
選
ぶ
か
は
、
日
帰
り
な
の
で

時
間
短
縮
を
優
先
す
る
。

　

大
江
浦
・
大
川
浦
を
経
て
、
御

床
浦
の
神
社
を
進
む
と
下
谷
浦
と

い
う
入
江
に
で
る
。
こ
こ
は
小
さ

宮
本
隆
志　
広
島
勤
労
者
山
の
会

長浦の浜から須屋浦を望む

青海苔浦付近、海岸歩きの醍醐味

日
本
三
景 

宮
島
を
め
ぐ
る
歩
き
旅

海
岸
線
一
周
の
健
脚
コ
ー
ス

番外編

安芸の宮島（厳島）は、三つ
の登山コースの他にもハイカ
－からベテランまで楽しめる
興味深いルートが多数ある。
ここでは、こんな楽しみ方を
した労山仲間がいるんだとい
うことで、番外編として宮島
一周歩きを紹介する。ただし、
一周歩きは読図や沢経験など
の総合力が求められる。
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見
え
た
ら
青
海
苔
浦
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。
入

江
の
岬
突
端
の
岩
場
か
ら
、
干
潮
時
に
は

歩
い
て
渡
る
が
、
潮
位
が
高
い
時
は
1０
～

２０
ｍ
泳
い
で
渡
る
こ
と
に
な
る
。
安
全
策

は
崖
上
の
山
道
を
登
っ
て
行
く
。

　
車
道
歩
き
の
青
海
苔
浦
～
宮
島
桟
橋

　

青
海
苔
浦
か
ら
先
も
海
岸
は
当
然
続

く
が
通
過
困
難
な
岩
場
を
避
け
て
、
青

海
苔
浦
～
宮
島
桟
橋
間
は
車
道
歩
き
と
な

る
。
青
海
苔
神
社
裏
か
ら
延
び
る
道
を
少

し
歩
く
と
舗
装
路
に
出
る
、
こ
れ
を
右
に

行
け
ば
桟
橋
方
面
だ
が
、
寄
り
道
で
左
に

少
し
歩
く
と
小
さ
な
川
が
あ
り
こ
こ
で
海

岸
歩
き
の
塩
抜
き
が
で
き
る
。
青
海
苔
浦

か
ら
桟
橋
ま
で
は
1２
㎞
強
の
舗
装
路
歩
き

だ
。
元
気
だ
と
３
時
間
程
度
、
疲
れ
た
足

だ
と
４
時
間
以

上
は
み
て
ほ
し

い
。
青
海
苔
浦

か
ら
大
砂
利
ま

で
は
一
般
車
両

の
通
れ
な
い
管

理
道
路
で
多
少

の
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
あ
る
。
１

時
間
強
歩
く
と

大
砂
利
ゲ
ー
ト

歩
き
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
宮
島
南
部 

（
自
然
植
物
実
験
所
～
青
海
苔
浦
）
は
海

岸
近
く
に
山
道
が
通
っ
て
い
る
の
で
、
潮

位
が
高
い
場
合
の
エ
ス
ケ
ー
プ
は
そ
れ
を

利
用
す
る
。
マ
ー
キ
ン
グ
や
案
内
板
も
あ

る
の
で
安
全
だ
が
、
日
没
後
の
行
動
は
見

通
し
が
利
か
な
い
の
で
注
意
が
必
要
。
養や

父ぶ

崎さ
き

浦う
ら

の
神
社
裏
に
は
小
さ
な
川
が
あ

り
、
涼
し
い
日
影
も
あ
る
の
で
暑
い
時
期

の
休
憩
に
良
い
。
養
父
崎
浦
を
抜
け
る
と

海
岸
線
が
崖
状
に
な
り
岩
場
も
更
に
増
え

て
く
る
の
で
、
潮
位
が
高
い
時
は
岩
場
を

登
っ
た
り
、
水
際
を
胸
ま
で
浸
か
っ
て
へ

つ
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
泳
ぐ
な
ど

が
必
要
と
な
る
が
、
沢
好
き
な
人
に
と
っ

て
は
堪
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
前
方
に
入

江
が
現
れ
、
対
岸
の
浜
に
神
社
の
拝
殿
が

山
白
浦
ま
で
安
全
に
歩
け
る
。
前
者
の
磯

歩
き
に
こ
だ
わ
り
た
い
場
合
は
岬
の
コ
ル

の
先
の
小
さ
な
沢
を
降
り
る
と
小
さ
な
浜

に
出
ら
れ
る
。
が
、
潮
位
が
高
い
時
は
少

し
先
の
岩
場
が
抜
け
ら
れ
な
い
の
で
、
後

者
を
選
択
す
る
の
が
安
全
で
あ
る
。

　

革
篭
崎
を
抜
け
る
と
島
の
南
東
面
に
入

り
、
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
が
楽
し
め
る
。

山
白
浦
は
小
さ
な
川
が
流
れ
て
い
る
き
れ

い
な
浜
で
、
小
さ
な
岬
の
上
に
山
白
浜
神

社
が
あ
る
。
宮
島
は
国
立
公
園
な
の
で
指

定
地
以
外
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
禁
止
だ
が
、

万
一
体
調
不
良
や
天
候
悪
化
な
ど
状
況
一

変
し
た
場
合
は
、
こ
こ
山
白
浦
で
回
避
策

を
と
る
。

　

山
白
浦
か
ら
先
は
岩
場
が
増
え
る
の
で

歩
行
速
度
が
落
ち
る
。
今
回
は
主
に
海
岸

に
到
着
。
ゲ
ー
ト
の
手
前
を
海
岸
側
に
少

し
降
り
て
小
さ
な
川
を
渡
っ
て
左
に
登
れ

ば
先
に
進
め
る
。
こ
こ
か
ら
は
一
般
道
な

の
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
事
も
可
能
だ
。
腰

細
浦
・
入
浜
ま
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ

り
、
鷹
ノ
巣
浦
の
手
前
か
ら
は
結
構
な
登

り
が
続
く
。
海
抜
１
０
０
ｍ
の
峠
を
越
え

て
包
ヶ
浦
を
下
っ
た
ら
公
園
の
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
が
現
れ
、
桟
橋
ま
で
は
あ
と
４５
分
程

だ
。
広
島
湾
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
海
岸
沿

い
を
進
め
ば
、
朝
出
発
し
た
宮
島
桟
橋
に

到
着
、
宮
島
一
周
が
完
了
で
あ
る
。

①
宮
島
の
マ
ム
シ
、
山
道
を
歩
く
と
き
は
足
元
に

注
意
。
②
秋
に
は
山
道
の
ス
ズ
メ
バ
チ
に
厳
重
注

意
。
③
フ
ェ
リ
ー
利
用
の
場
合
は
最
終
便
の
事
前

確
認
を
。
④
海
岸
歩
き
は
潮
位
の
事
前
確
認
を
し

て
計
画
立
案
の
こ
と
。
⑤
一
周
は
経
験
者
か
沢
登

り
の
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
の
同
行
が
望
ま
し
い
。

養父崎浦を過ぎた岩場付近

小さな川で塩抜き中

交通＝ JR 利用：山陽本線「宮島口」下車後、徒歩
6 分で宮島口フェリー乗り場。フェリー約 10 分で
宮島。／車利用：高速広島岩国道路「大野 IC」ま
たは「廿日市 IC」下車後、国道 2 号線経由で宮島
口フェリー乗り場まで約 10 分。

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成
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本誌 7、8 月号で掲載した大阪府連の
事故事例第 2 集（以下、「本書」と略記）
の中から、懸垂下降事故の記事を 6 回
にわたり連載する。第 1 回目は、本書
編集方針の礎となった府連「事故対策
会議」について紹介する。

疋
田
吉
継
・
中
川
和
道  

大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟 

教
育
遭
対
部

2021 年発行の大阪府連事故事例第
2 集「事故防止は仲間の知恵で」

　
事
故
対
策
会
議
は
大
き
な
柱
　

　

本
書
の
事
故
分
析
で
は
、
統
計
的
な

分
析
と
と
も
に
事
故
の
個
別
事
例
の

研
究
と
分
析
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

占
め
た
。
個
別
事
例
分
析
の
主
体
は
、

大
阪
で
は
「
事
故
対
策
会
議
」
と
呼

ば
れ
る
。
１
年
に
２
、３
回
開
催
さ
れ
、

毎
回
５
、６
件
の
事
故
の
経
過
、分
析
、

教
訓
、
再
発
防
止
策
を
当
該
の
会
や

登
山
学
校
か
ら
ご
報
告
い
た
だ
き
、

全
員
で
議
論
し
て
学
び
あ
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
1９
回
、
約
１
０
０
件

の
事
例
を
議
論
し
て
き
た
。
こ
の
会

議
で
は
、
統
計
に
は
表
れ
な
い
心
の

動
き
、
判
断
の
誤
り
の
背
景
、
そ
の
時

可
能
だ
っ
た
選
択
肢
の
多
面
的
検
討

な
ど
が
仲
間
の
本
音
で
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ

ド
に
語
ら
れ
る
の
で
、
統
計
分
析
と

補
完
的
な
関
係
を
な
し
、
事
故
分
析

の
双
璧
を
な
し
て
い
る
。

　
事
故
経
験
者
は
「
先
生
」
だ

　

中
川
は
、
駆
け
出
し
の
１
９
７
２

年
以
来
、
事
故
の
反
省
会
に
何
度
か

出
席
し
て
、
え
ら
く
違
和
感
を
覚
え

て
き
た
。
東
京
だ
っ
た
か
愛
知
だ
っ
た

か
に
い
た
頃
で
あ
る
。
実
力
あ
る
リ
ー

ダ
ー
の
何
人
も
の
方
々
が
事
故
を
起

こ
し
た
当
人
を
激
し
く
な
じ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
る
で
吊
る
し
上
げ
の

よ
う
な
雰
囲
気
で
、
こ
ん
な
に
責
め

ら
れ
る
の
か
、
事
故
は
絶
対
に
起
こ

し
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
っ
た
も

の
だ
。
ど
ん
な
事
故
だ
っ
た
か
今
と

な
っ
て
は
記
憶
が
定
か
で
は
な
い
が
、

「
勉
強
が
足
り
な
い
か
ら
だ
」「
引
き
返

さ
な
か
っ
た
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
」

「
悪
天
に
耐
え
ら
れ
る
力
を
君
が
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
は
山
に
対
す
る
姿

勢
が
甘
い
か
ら
だ
」
な
ど
と
い
う
も

の
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
本
人

の
甘
さ
、
不
明
、
ミ
ス
を
お
か
し
て

し
ま
っ
た
そ
の
こ
と
自
体
を
鋭
く
指

摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
川
は
ま
る

で
自
分
が
叱
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
た
。
自
分
が
そ
の
ミ
ス
を
や
ら

か
す
確
率
は
ゼ
ロ
よ
り
必
ず
大
き
い

と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
会
の

様
子
を
お
そ
る
お
そ
る
見
上
げ
つ
つ
、

「
こ
の
方
々
は
君
子
で
、
絶
対
に
間
違

い
を
お
か
さ
な
い
方
々
だ
。
ど
う
や
っ

た
ら
あ
あ
い
う
方
々
の
よ
う
に
な
れ

る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
強
く
思
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
経
過
の
中
で
、
中

川
は
そ
の
方
々
が
事
故
を
起
こ
さ
れ

た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ョ
ッ

ク
は
大
き
か
っ
た
。
お
手
本
が
崩
れ

た
の
だ
か
ら
…
。
彼
ら
の
復
帰
を
待

望
し
た
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
１
年
３
月
に
大

阪
府
連
で
「
事
故
対
策
会
議
」
第
１

回
を
や
る
と
き
に
は
、
思
い
切
っ
て

視
点
を
１
８
０
度
変
え
て
み
た
。
す

な
わ
ち
、「
事
故
は
誰
に
で
も
起
き
得

る
。
自
分
も
事
故
を
起
こ
す
か
も
知
れ

ず
、ま
さ
し
く
『
明
日
は
我
が
身
』
だ
。

そ
う
す
る
と
事
故
を
起
こ
し
た
方
々

は
、
そ
の
苦
い
体
験
を
先
ん
じ
て
や
っ

て
下
さ
っ
た
先
生
で
あ
る
。
誰
も
が

事
故
は
起
こ
し
た
く
な
い
と
思
い
、

気
を
つ
け
つ
つ
、
そ
れ
で
も
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
判
断
の
分
岐
点

は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
教
え
て
も

ら
お
う
。
そ
の
同
じ
分
岐
点
に
立
ち
、

新連載
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事故時のヘルメット

事
故
の
側
で
な
い
側
に
分
岐
点
を
渡

る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
教
訓
を
導
き

出
し
あ
っ
て
い
こ
う
」
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
事
故
対
策
会
議
は
２
０
２

０
年
で
1９
回
を
数
え
、
１
０
０
件
を

超
え
る
個
別
事
例
研
究
の
討
論
の
ま

と
め
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
そ
の
う
ち

約
３０
件
が
事
例
集
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

　

学
び
あ
う
う
え
で
大
切
な
の
は
、

正
解
を
ひ
と
つ
に
絞
ら
な
い
こ
と
だ
。

事
故
を
起
こ
し
た
仲
間
の
意
見
を
尊

重
し
、
他
の
意
見
も
尊
重
し
、
両
論

併
記
あ
る
い
は
複
数
論
点
併
記
と
し

て
お
き
、
将
来
へ
の
検
討
課
題
を
残

す
こ
と
で
あ
る
。

　

会
合
の
初
め
に
理
事
長
が
毎
回
述

べ
て
下
さ
る
前
口
上
が
あ
る
。「
事
故

対
策
会
議
は
、
事
故
の
当
事
者
や
当

事
者
に
近
い
責
任
者
が
一
堂
に
会
し

て
経
験
を
語
り
合
い
教
訓
を
探
し
あ

う
こ
と
に
よ
っ
て
事
故
を
減
ら
し
て

い
く
会
合
で
、
事
故
当
事
者
の
不
明

や
欠
点
を
攻
撃
す
る
、
吊
る
し
上
げ

的
な
会
議
で
は
な
い
。
同
じ
場
面
に

自
分
が
立
っ
た
と
き
事
故
を
避
け
る

判
断
の
分
岐
点
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の

か
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
探
り
、
教
訓
を

学
び
あ
う
会
議
で
あ
る
」
と
い
う
も

の
だ
。
同
じ
方
向
性
は
、
２
０
１
７

年
1０
月
1５
日
に
出
さ
れ
た
「
平
成
２９

年
３
月
２７
日
那
須
雪
崩
事
故
検
証
委

員
会
」
報
告
書
が
そ
の
冒
頭
で
「
責

任
追
及
は
目
的
と
し
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
に
も
み
ら
れ
る
。
責
任

追
及
は
警
察
な
ど
の
仕
事
だ
と
私
た

ち
は
考
え
て
い
る
。

　

以
下
、
具
体
的
な
事
故
事
例
と
し

て
、
大
阪
労
山
で
相
次
い
で
起
こ
っ

た
岩
登
り
の
懸
垂
下
降
時
の
事
故
を

取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
読
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
懸
垂
下
降
は
い
つ
も
緊
張

　
「
ロ
ー
プ
が
切
れ
た
り
抜
け
た
り
し

た
ら
一
巻
の
終
わ
り
や
…
」。
初
め
て

懸
垂
下
降
を
し
た
時
の
恐
怖
感
は
今

で
も
忘
れ
な
い
。
岩
登
り
と
い
う
の

は
、
登
っ
て
い
る
時
は
、
基
本
、
上
を

見
て
、
し
か
も
必
死
に
岩
に
食
ら
い

つ
い
て
い
る
の
で
、
意
外
と
恐
怖
感

と
い
う
の
は
襲
っ
て
こ
な
い
も
の
だ
。

だ
が
、
登
り
終
え
、
い
ざ
下
降
と
い

う
時
に
下
を
見
て
ビ
ビ
る
。
し
か
も

ロ
ー
プ
だ
け
を
頼
り
に
ま
っ
す
ぐ
に

地
上
ま
で
降
り
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

ビ
ビ
ら
な
い
方
が
お
か
し
い
。
岩
登

り
に
あ
る
程
度
慣
れ
て
き
た
今
で
も
、

や
は
り
緊
張
し
て
怖
い
。
神
経
を
集

中
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
ん
な
懸
垂
下
降
時
の
事
故
が
、
１

９
９
８
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
に
大

阪
労
山
で
６
件
発
生
し
た
。
最
近
で

は
２
０
１
４
年
に
２
件
続
い
て
発
生

し
、
２
０
１
９
年
に
も
１
件
起
き
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
故
の
あ
と
、
所

属
会
や
大
阪
府
連
で
は
ど
の
よ
う
な
対

策
が
取
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。
検
証
し
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）
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る
か
ら
一
石
二
鳥
』
と
の
彼
の
言
い

分
で
通
う
。
と
こ
ろ
が
、
秋
の
終
わ

り
に
な
っ
て
も
彼
の
持
ち
場
か
ら
は

一
本
の
マ
ツ
タ
ケ
も
生
え
ず
、
本
人

が
言
う
『
２
年
前
は
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ

ク
だ
っ
た
』
と
い
う
豊
作
話
が
愚
痴

と
な
り
、
雑
キ
ノ
コ
の
味
の
良
さ
を

言
い
訳
に
、
他
種
キ
ノ
コ
採
取
に
励

む
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
Ｈ
さ
ん
の
所
属
す
る

マ
ツ
タ
ケ
研
究
会
の
話
を
聞

い
て
み
る
と
、
人
工
栽
培
に
も
手
を

付
け
、
研
究
に
心
血
を
注
い
で
い
る

と
い
う
話
も
聞
き
、
実
施
現
場
に
も

行
っ
て
そ
の
実
践
を
見
学
し
た
。
ア

カ
マ
ツ
の
根
を
切
っ
て
、
そ
の
周
辺

に
直
接
マ
ツ
タ
ケ
の
傘
を
置
き
、
胞

子
を
落
と
さ
せ
て
シ
ロ
を
作
る
と
い

う
。
生
え
る
に
は
４
～
５
年
か
か
る

ら
し
い
。
調
べ
て
み
る
と
、
現
在
の

培
養
技
術
は
子
実
体
発
生
前
の
原
基

形
成
ま
で
は
で
き
る
が
再
現
性
に
欠

け
、
安
定
し
た
子
実
体
発
生
ま
で
の

技
術
を
確
立
し
た
と
の
報
告
は
な
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。
大
学
や
バ
イ

オ
会
社
な
ど
で
は
、
適
し
た
基
材
素

材
と
栄
養
素
お
よ
び
環
境
の
特
定
に

マ
ツ
タ
ケ
と
い
え
ば
、
我
が
国
で

は
名
の
知
ら
れ
た
最
高
級
の
キ

ノ
コ
。
特
に
純
国
産
と
な
れ
ば
誰
し

も
が
一
年
に
一
度
く
ら
い
は
食
し
て

み
た
い
と
願
う
。
野
性
味
、
そ
の
匂

い
と
容
姿
は
垂
涎
も
の
で
あ
り
、
高

価
な
贅
沢
品
で
そ
う
そ
う
口
に
入
る

も
の
で
は
な
い
。
世
界
に
は
マ
ツ
タ

ケ
の
種
類
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
私
は

ブ
ー
タ
ン
、
北
朝
鮮
、
中
国
、
カ
ナ

ダ
な
ど
の
も
の
を
食
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
味
、
匂
い
、
姿
と
も
…
？　

純
国
産
は
数
回
口
に
し
た
こ
と
が
あ

る
が
少
々
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
食

し
た
い
思
い
は
無
く
な
ら
な
い
。

私
は
マ
ツ
タ
ケ
が
直
に
生
え
て
い

る
現
場
を
見
た
い
と
Ｈ
さ
ん

に
お
願
い
し
、
彼
の
誘
い
も
あ
り
昨

年
の
秋
か
ら
入
札
山
に
何
度
も
同
行

し
た
。
一
番
の
奥
は
深
く
高
く
（
約

１
３
０
０
ｍ
）、
傾
斜
の
き
つ
い
登
山

要
素
が
大
き
い
場
所
で
人
気
が
な
く
、

低
価
で
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
。
そ
の
他
に
も
仲
間
と
と
も
に

共
同
管
理
に
て
数
か
所
を
押
さ
え
て

い
る
。『
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る
し
、

マ
ツ
タ
ケ
の
様
子
を
見
る
こ
も
で
き

95

マツタケ狂、騒動
　今年のマツタケは大豊作 ‼　八月に土用　今年のマツタケは大豊作 ‼　八月に土用
マツタケが現れ、いずれのアカマツ林の山マツタケが現れ、いずれのアカマツ林の山
も、大げさな言い方をするとも、大げさな言い方をすると雨雨

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
後のマツタケ後のマツタケ

状況？　である。大不作であった昨年およ状況？　である。大不作であった昨年およ
び一昨年のツケを払しょくするに余りあるび一昨年のツケを払しょくするに余りある
もので、それこそ狂騒である。私の住まうもので、それこそ狂騒である。私の住まう
南信州は伊那谷のアカマツ山も久方ぶりの南信州は伊那谷のアカマツ山も久方ぶりの
大賑わいで、どこのマツタケ山もクマ除け大賑わいで、どこのマツタケ山もクマ除け
爆竹の音が鳴り響いていた。友人のＨさん爆竹の音が鳴り響いていた。友人のＨさん
は、山登りと釣りの趣味とともに目の色がは、山登りと釣りの趣味とともに目の色が
変わる大事がマツタケ採りである。地元の変わる大事がマツタケ採りである。地元の
村有林（マツタケ山）を入札で競り落とし、村有林（マツタケ山）を入札で競り落とし、
年間の楽しみとしている。年間の楽しみとしている。

9 月中旬のある日、午前中だけで 34 本採取。
最初に大量に採れたマツタケ。
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向
け
て
研
究
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、

菌
株
毎
に
大
き
く
培
養
特
性
が
異
な

る
事
や
、
長
期
の
培
養
に
よ
り
菌
糸

繁
殖
能
力
が
低
下
す
る
等
難
し
い
よ

う
で
あ
る
。

Ｈ
さ
ん
は
『
た
だ
生
え
る
の
を

待
っ
て
い
た
だ
け
で
は
大
き

く
な
り
す
ぎ
、
傘
が
開
い
て
モ
ノ
に

な
ら
な
い
。
特
等
級
レ
ベ
ル
の
サ
イ

ズ
を
採
る
に
は
、
シ
カ
に
食
わ
れ
て

し
ま
う
前
に
発
見
し
、
網
を
か
ぶ
せ

て
保
護
し
、
ち
ょ
う
ど
よ
く
な
っ
た

こ
ろ
に
採
取
す
る
の
だ
！
』
と
気
温

と
雨
量
の
デ
ー
タ
に
夢
中
と
な
っ
た
。

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
科
学
的
、
合
理

的
に
行
動
を
し
な
い
と
働
き
が
徒
労

に
終
わ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た

私
た
ち
は
、
こ
の
一
年
が
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
る
の

が
格
段
に
う
ま
く
な
っ
た
。

そ
の
後
２
回
の
入
山
で
１
０
０
本

余
り
採
取
し
、
H
さ
ん
は
元

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
し
ば
ら

く
す
る
と
私
た
ち
の
笑
顔
が
曇
る
こ

と
が
起
き
る
。
価
格
の
暴
落
で
あ
る
。

頭
初
１
キ
ロ
５
万
円
だ
っ
た
相
場
が

瞬
く
間
に
下
落
し
、
２
万
円
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
彼
は
少
し
う
な

だ
れ
て
か
ら
顔
を
あ
げ
『
ま
、い
い
か
。

元
は
取
れ
た
し
、
こ
れ
ま
で
楽
し
ま

せ
て
も
ら
っ
て
、
親
戚
縁
者
、
友
人
、

知
人
、
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
贈

れ
ば
笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
返
し
て
も
ら

え
る
』
と
、
私
も
相
当
ご
相
伴
に
預

か
っ
た
。

　

ま
ず
、
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
、
焼
き
マ

ツ
タ
ケ
、
お
吸
い
物
に
、
天
麩
羅
…

こ
れ
ほ
ど
堪
能
し
た
こ
と
は
今
ま
で

に
な
い
。
普
通
、
マ
ツ
タ
ケ
の
旬
は

1０
月
。『
も
う
一
回
戦
あ
る
ぞ
～
』
と

誰
か
が
叫
ん
だ
。
環
境
条
件
と
ア
カ

八
月
に
は
十
分
な
雨
量
が
あ
り
、
猛

暑
も
少
な
く
、
秋
が
早
く
気
温
も
下

が
り
、
生
え
や
す
い
条
件
は
整
っ
た

と
い
う
。
果
た
し
て
、
九
月
中
旬
過

ぎ
に
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
這
い
ず

り
回
っ
た
末
、
白
い
頭
を
チ
ョ
コ
ッ

と
地
面
か
ら
突
き
出
し
た
マ
ツ
タ
ケ

を
発
見
、
次
々
に
一
列
に
５
～
７
ほ

ど
繫
が
っ
た
マ
ツ
タ
ケ
の
子
供
が
面

白
い
よ
う
に
見
つ
か
り
、
プ
ラ
製
の

笊
を
片
っ
端
か
ら
か
ぶ
せ
、
４
日
ほ

ど
経
っ
て
か
ら
収
穫
す
る
と
い
う

め
ど
が
立
っ
た
。
生
え
て
く
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
整
理
し
て
気
象
条
件
等
の

マ
ツ
の
栄
養
状
況
が
良
け
れ
ば
シ
ロ

は
維
持
さ
れ
て
必
ず
マ
ツ
タ
ケ
が
出

る
の
で
あ
る
。
た
だ
心
配
な
事
は
地

球
温
暖
化
で
あ
る
。
秋
の
味
覚
の
マ

ツ
タ
ケ
は
、
今
や
広
島
や
京
都
、
我

が
国
の
西
方
で
は
な
く
、
東
北
地
方

に
産
地
と
し
て
の
順
位
を
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

四
季
の
あ
る
温
帯
と
し
て
の
我
が

国
が
亜
熱
帯
化
し
た
ら
、
キ

ノ
コ
の
王
様
マ
ツ
タ
ケ
は
絶
滅
危
惧

種
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と

縄
文
時
代
か
ら
営
々
と
続
い
て
き
た

５
０
０
０
年
と
い
う
マ
ツ
タ
ケ
食
文

化
の
歴
史
が
終
わ
り
、
そ
う
遠
く
な

い
未
来
に
マ
ツ
タ
ケ
と
い
う
尊
い
キ

ノ
コ
の
話
が
文
献
に
残
る
の
み
と
な

る
。
あ
～
ヤ
～
ダ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育

を
徹
底
し
、
自
然
環
境
の
変
化
を
い

か
に
止
め
る
か
大
人
は
本
気
で
考
え

ね
ば
！

　

い
つ
の
間
に
か
私
も
マ
ツ
タ
ケ
に

首
っ
た
け
と
な
っ
た
。

注
）
シ
ロ
：
キ
ノ
コ
は
カ
ビ
、
酵
母
と
同
じ
真

菌
類
。
カ
ビ
と
同
じ
糸し

状じ
ょ
う

菌き
ん

で
細
胞
が
糸
状
に

連
な
る
。
マ
ツ
タ
ケ
の
シ
ロ
は
菌
糸
と
ア
カ
マ

ツ
の
根
で
構
成
さ
れ
る
。

大きくて立派な一本 1 万円クラスのもの。

一列に繋がっていることが多い子マツタケ。
4 日程経つと立派なサイズに。
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少し早いが
冬の天気を考えてみよう！

　
低
気
圧
の
通
過
・

　
西
高
東
低
の
気
圧
配
置

　

冬
は
山
岳
の
気
象
が
最
も
厳
し
い

季
節
だ
が
、
天
気
変
化
の
構
図
は
実

は
シ
ン
プ
ル
だ
。
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
は
梅
雨
前
線
、
夏
の
積
乱
雲
、
秋

雨
前
線
、
台
風
と
役
者
が
多
く
賑
や

か
だ
が
、
1０
月
に
入
る
と
秋
雨
前
線

が
消
え
、
11
月
に
も
な
れ
ば
台
風
が

来
る
こ
と
も
稀
に
な
り
、
日
本
列
島

に
は
低
気
圧
と
移
動
性
高
気
圧
が
西

か
ら
交
互
に
や
っ
て
く
る
よ
う

に
な
る
。
さ
ら
に
晩
秋
か
ら
冬

に
季
節
が
進
む
と
、
本
誌
１
月

号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ア

ジ
ア
大
陸
が
奥
地
か
ら
冷
え
て

き
て
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
が
強
ま

り
、
低
気
圧
の
通
過
と
西
高
東

低
気
圧
配
置
が
交
互
に
繰
り
返

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
正
確
に

は
低
気
圧
の
通
過
前
に
は
シ
ベ

リ
ア
高
気
圧
が
千
切
れ
て
移
動

性
高
気
圧
に
な
り
日
本
付
近
を

通
過
し
て
い
く
の
で
、
西
高
東

低
→
移
動
性
高
気
圧
→
低
気
圧

→
西
高
東
低
の
繰
り
返
し
に
な

る
。
こ
の
一
連
の
天
気
の
流
れ
を

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
、
冬
山
の

気
象
で
は
大
切
だ
。

　
昨
年
１２
月
２６
日
か
ら
７
日
間
の
天
気

　

実
例
と
し
て
天
気
図
を
並
べ
た

の
で
、
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
２６

日
は
西
高
東
低
だ
が
、
シ
ベ
リ
ア

高
気
圧
の
南
東
端
が
千
切
れ
か
け

て
移
動
性
高
気
圧
に
な
っ
て
き
た
。

２７
日
は
高
気
圧
が
千
切
れ
日
本
列

第 20回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

昨年 12月 26日から元日までの天気図
毎日午前 9時。シベリア高気圧を■、1回目
の低気圧を●、2回目の低気圧を◆で表した。
矢印は前日からの低気圧の移動。点線は移動
性高気圧、薄墨は上空の強い寒気（高度約
5300 ｍで -36℃以下）。
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が
続
く
。
日
本
海
側
で
降
水
が
無

い
の
は
移
動
性
高
気
圧
が
日
本
付

近
を
通
過
す
る
時
だ
け
だ
。
ま
た
、

降
水
量
は
１
回
目
の
低
気
圧
よ
り

２
回
目
の
低
気
圧
の
方
が
多
く
、

悪
天
候
が
厳
し
か
っ
た
が
、
こ
れ

は
低
気
圧
が
強
か
っ
た
た
め
だ
。

　

ま
た
、
低
気
圧
で
降
る
雪
と
西

高
東
低
気
圧
配
置
で
降
る
雪
で
は

雪
質
が
違
う
こ
と
に
も
注
意
し
よ

う
。
表
の
太
枠
で
囲
ん
だ
開
田
高

原
の
３０
日
と
１
日
の
デ
ー
タ
を
見

比
べ
る
と
、
１
日
は
３０
日
よ
り
降

雪
量
は
多
い
の
に
降
水
量
が
少
な

い
。
つ
ま
り
低
気
圧
が
通
過
し
た

３０
日
は
水
っ
ぽ
い
重
い
雪
、
西
高

東
低
気
圧
配
置
の
１
日
は
軽
い
雪

だ
っ
た
わ
け
だ
。
雪
質
の
違
い
は

積
雪
へ
の
沈
み
込
み
や
濡
れ
や
す

さ
、積
雪
の
安
定
性
（
雪
崩
に
関
係
）

に
関
係
し
て
冬
山
登
山
へ
の
影
響

が
大
き
い
。

　

次
回
は
低
気
圧
を
中
心
に
話
を

深
め
た
い
。
今
月
号
の
天
気
図
を

見
な
が
ら
お
読
み
い
た
だ
け
る
と

よ
り
理
解
し
や
す
い
の
で
、
お
手

元
に
保
存
願
い
た
い
。

島
を
通
過
。
移
動
性
高
気
圧
と
シ

ベ
リ
ア
高
気
圧
の
間
に
気
圧
の
低

い
と
こ
ろ
（
気
圧
の
谷
）
が
で
き
、

そ
の
中
に
低
気
圧
が
２
個
発
生
し

た
。
２８
日
は
２
個
の
低
気
圧
が
日

本
海
と
本
州
南
岸
を
併
進
し
た
が

発
達
は
弱
い
。
低
気
圧
通
過
後
の

西
高
東
低
気
圧
配
置
の
時
間
は
と

て
も
短
く
、
低
気
圧
の
後
ろ
で
は

早
く
も
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
が
千
切

れ
て
移
動
性
高
気
圧
が
で
き
た
。

２９
日
に
は
低
気
圧
は
東
に
抜
け
た
。

移
動
性
高
気
圧
は
中
心
が
は
っ
き

り
し
な
い
が
本
州
南
東
部
を
覆
う

等
圧
線
が
膨
ら
ん
で
い
る
部
分
が

そ
れ
で
、
そ
の
後
ろ
に
２
回
目
の

低
気
圧
が
発
生
。
３０
日
は
そ
の
低

気
圧
が
急
発
達
し
な
が
ら
日
本
列

島
を
通
過
。
そ
の
後
か
ら
強
い
寒

気
が
南
下
。
３1
日
は
低
気
圧
が
千

島
列
島
の
東
で
猛
発
達
し
西
高
東

低
の
気
圧
配
置
。
等
圧
線
の
間
隔

が
狭
く
、
こ
れ
は
東
西
の
気
圧
の

差
が
大
き
く
季
節
風
が
強
い
サ
イ

ン
だ
。
し
か
も
上
空
に
は
強
い
寒

気
が
侵
入
し
て
お
り
山
は
気
温
が

急
降
下
し
酷
寒
暴
風
、
猛
吹
雪
に

な
る
型
だ
。
元
日
も
強
い
冬
型
で

３
日
ま
で
長
く
続
い
た
。

　
太
平
洋
側
は
晴
れ
・

　
日
本
海
側
は
雪
や
雨

　

以
上
か
ら
、
移
動
性
高
気
圧
→

低
気
圧
→
西
高
東
低
→
移
動
性
高

気
圧
を
繰
り
返
す
天
気
パ
タ
ー
ン

が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
変
化
の

テ
ン
ポ
が
速
い
時
と
遅
い
時
、
低

気
圧
の
発
達
の
有
無
、
強
い
寒
気

の
南
下
の
有
無
、
西
高
東
低
気
圧

配
置
の
等
圧
線
の
間
隔
、
が
そ
の

時
々
で
違
い
が
あ
る
こ
と
も
わ
か

る
。
そ
の
違
い
が
悪
天
候
の
強
さ

や
範
囲
に
大
き
く
影
響
す
る
わ
け

だ
。
そ
の
他
、
低
気
圧
の
コ
ー
ス

も
大
事
な
注
意
点
に
な
る
。

　

で
は
、
実
際
の
天
気
と
見
比
べ

て
み
よ
う
。
表
に
各
地
の
山
間
部

の
ア
メ
ダ
ス
の
降
水
量
を
ま
と
め

た
。
低
気
圧
の
通
過
時
に
は
全
国

的
に
降
水
（
雪
か
雨
）
が
あ
る
が
、

通
過
後
に
西
高
東
低
気
圧
配
置
に

な
る
と
太
平
洋
側
は
天
気
が
概
ね

好
転
す
る
が
日
本
海
側
は
雪
や
雨

昨年 12月 26日から元日までの各地の山間部のアメダスの降水量（mm）

降雪量データのある地点は、
降雪量（cm）を括弧書きで
表した。
※四国の成就社アメダスは、
　石鎚山の北側中腹にある。
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以
前
、
長
野
県
地
獄
谷
温
泉
の
宿
の

露
天
風
呂
に
浸
か
っ
て
い
た
時
、
一

匹
の
猿
が
山
の
方
か
ら
降
り
て
き
て
、

そ
の
ま
ま
私
の
入
っ
て
い
る
露
天
風

呂
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。「
か
ら
だ
も

洗
わ
ず
に
、
い
や
だ
な
あ
」
と
思
い

ま
し
た
が
、
し
ば
し
の
混
浴
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

山
の
温
泉
、
特
に
露
天
風
呂
で
は
、

色
々
な
生
き
物
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
温
泉
と
生
き
物
の
出

会
い
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
ア
ブ
と
の
出
会
い
　

　

一
度
は
訪
れ
て
み
た
か
っ
た
憧
れ

の
温
泉
に
到
着
し
、
気
分
は
最
高
潮
。

「
さ
あ
、
有
名
な
露
天
風
呂
に
入
る
ぞ
」

と
、
素
っ
裸
に
な
っ
て
、
露
天
風
呂

に
入
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
何
匹
か
の

ア
ブ
が
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
っ
て
き

て
、「
や
め
て
ー
」
と
な
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

標
高
が
よ
ほ
ど
高
い
温
泉
は
別
と

し
て
、
夏
場
の
山
の
露
天
風
呂
は
、

ア
ブ
と
の
出
会
い
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。
ア
ブ
対
策
の
基
本
は
、
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
で
素
肌
を
隠
す
こ
と
で
す

が
、
な
に
し
ろ
露
天
風
呂
で
は
素
っ

裸
と
い
う
こ
の
上
な
い
無
防
備
な
状

態
で
戦
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ブ
は
、
雌
が
産
卵
に
必
要
な
タ

ン
パ
ク
質
を
得
る
た
め
に
、
動
物
の

血
液
を
吸
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
動
物
の
吐
く
二
酸
化
炭
素

や
、
体
温
、
特
殊
な
匂
い
な
ど
に
反

応
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
動
物

を
察
知
し
ま
す
。
そ
こ
へ
裸
の
人
間

が
現
れ
て
く
れ
れ
ば
、
ア
ブ
に
と
っ

て
は
棚
か
ら
ぼ
た
餅
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
ア
ブ
が
つ
き
ま
と
っ
て
き
た
ら
、

と
に
か
く
す
ぐ
に
お
湯
に
浸
か
り
、

肌
を
晒さ

ら

す
部
分
を
最
小
限
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　
　

　

ア
ブ
は
、
ハ
チ
の
よ
う
に
毒
針
で

刺
す
の
で
は
な
く
、
の
こ
ぎ
り
の
よ

う
な
鋭
い
歯
で
皮
膚
を
切
り
裂
い
て
、

そ
こ
か
ら
滲
み
出
て
く
る
血
液
を
吸

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
瞬
で
あ
っ

て
も
皮
膚
の
上
に
止
ま
っ
て
か
ら
（
着

地
し
て
か
ら
）
切
り
裂
く
の
で
、
皮

膚
に
止
ま
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ハ
チ
の
場
合
、
手

で
振
り
払
え
ば
刺
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ア
ブ
の
場
合
は
振
り
払
っ

て
も
大
丈
夫
と
い
う
訳
で
す
。
と
に

か
く
、
近
寄
っ
て
き
た
ら
手
で
振
り

払
う
こ
と
で
す
。
ハ
ッ
カ
油
を
肌
に

塗
る
こ
と
も
効
果
的
だ
と
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
首
筋
な
ど
に
塗
っ

て
入
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
し
ょ

う
。
手
っ
取
り
早
い
方
法
と
し
て
は
、

濡
れ
た
タ
オ
ル
を
頭
に
か
け
て
、
首

か
ら
上
を
守
る
こ
と
で
す
。
白
黒
斑

古田靖志　下呂発温泉博物館 名誉館長

第 3 回

地獄谷温泉の猿の入浴
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の
牛
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
場
合
、

ア
ブ
は
黒
色
の
部
分
に
群
が
り
易
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
白
い
タ
オ

ル
で
黒
い
髪
の
毛
を
覆
い
隠
す
こ
と

は
一
石
二
鳥
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ブ
は
、
車
の
排
気
ガ
ス

や
熱
に
も
反
応
し
て
寄
っ
て
来
る
た

め
、
野
湯
へ
車
で
向
か
う
際
に
は
す

ぐ
に
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
な
い
と
、
車

の
周
り
が
ア
ブ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
何
度
も
経

験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
温
泉
に
生
息
す
る
生
物

　

ア
ブ
の
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

特
に
ミ
ズ
ア
ブ
は
、
幼
虫
が
池
や
沼
の

他
、
高
温
の
温
泉
に
も
生
息
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
、
オ
ン
セ
ン
ア
ブ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
オ
ン
セ

ン
バ
エ
、
湯
布
院
の
金
鱗
湖
の
温
泉

水
路
に
生
息
す
る
オ
ン
セ
ン
ゴ
マ
ツ

ボ
な
ど
、「
オ
ン
セ
ン
」
の
名
前
が
付

く
生
物
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
私
は

新
潟
県
の
燕
温
泉
の
真
っ
白
な
露
天

風
呂
で
オ
ン
セ
ン
ア
ブ
の
幼
虫
と
混

浴
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
あ

ま
り
感
じ
の
よ
い
混
浴
で
は
あ
り
ま

せ
ん
（
野
湯
や
山
の
露
天
風
呂
で
は
、

浴
槽
の
底
や
縁
を
物
色
す
る
こ
と
は

決
し
て
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
）。

　

温
泉
に
生
息
す
る
生
物
は
、
長
島

（
２
０
１
２
）
に
よ
る
と
、
原
生
動
物

の
繊
毛
虫
類
（
ゾ
ウ
リ
ム
シ
な
ど
の

仲
間
）
が
１
８
５
種
、
節
足
動
物
（
昆

虫
や
甲
殻
類
、
ク
モ
類
な
ど
）
が
１

４
７
種
、
原
生
動
物
の
肉
質
虫
（
ア

メ
ー
バ
な
ど
の
仲
間
）
が
４６
種
、
軟

体
動
物
（
貝
な
ど
の
仲
間
）
が
２９
種

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
細
菌

（
バ
ク
テ
リ
ア
）
や
藻
類
な
ど
の
微
生

物
も
、
実
に
多
様
な
温
泉
環
境
の
中

で
多
く
の
種
類
が
適
応
し
て
生
息
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
９０
℃
以
上
の
高
温
泉
や
、
㏗

２
と
い
っ
た
強
酸
性
の
温
泉
に
生
息

し
て
い
る
強
者
も
い
ま
す
。
草
津
温

泉
の
湯
畑
な
ど
に
生
息
す
る
イ
デ
ユ

コ
ゴ
メ
は
、
高
温
で
強
酸
性
泉
に
生

息
し
て
い
る
紅
藻
の
一
種
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
が
自
然
に
湧
き
出
し
て
い
る

野
湯
を
よ
く
見
る
と
、
茶
色
い
沈
殿

物
が
生
じ
て
い
た
り
、
温
泉
の
水
面

に
油
膜
の
よ
う
な
も
の
が
浮
い
て
い

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
茶
色

い
沈
殿
物
の
正
体
は
、
温
泉
中
に
生

息
す
る
鉄
酸
化
細
菌
に
よ
っ
て
生
成

さ
れ
た
水
酸
化
鉄
な
ど
で
す
。
ま
た
、

油
膜
の
よ
う
な
も
の
の
正
体
は
、
オ

イ
ル
ス
リ
ッ
ク
状
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

と
呼
ば
れ
る
、
微
生
物
が
温
泉
成
分
を

利
用
し
て
作
る
微
生
物
皮
膜
で
、
油

が
浮
い
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
体
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

温
泉
に
生
息
す
る
微
生
物
で
問
題

視
さ
れ
る
の
が
大
腸
菌
や
レ
ジ
オ
ネ

ラ
属
菌
の
存
在
で
す
。
両
者
は
人
間

が
浴
槽
へ
持
ち
込
ん
だ
り
、
人
間
の

営
み
に
よ
り
増
殖
し
た
り
す
る
も
の

で
す
。
特
に
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
は
、

も
と
も
と
は
自
然
界
に
存
在
す
る
普

通
の
バ
ク
テ
リ
ア（
常
在
菌
）で
す
が
、

循
環
浴
槽
の
配
管
の
中
に
生
成
さ
れ

る
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
（
ア
メ
ー
バ
等
の

ぬ
る
ぬ
る
し
た
微
生
物
皮
膜
）
の
中

に
潜
ん
で
増
殖
し
、
飛
沫
と
一
緒
に

肺
の
中
に
入
る
と
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎

を
起
こ
し
ま
す
。
飛
沫
が
肺
の
中
に

誤
進
入
し
な
い
よ
う
に
、
給
湯
口
や

打
た
せ
湯
付
近
を
避
け
た
り
、
ミ
ス

ト
サ
ウ
ナ
の
よ
う
な
も
の
を
避
け
た

り
す
る
こ
と
が
賢
明
で
し
ょ
う
。　

　
温
泉
を
利
用
す
る
生
き
物

　

温
泉
が
好
き
で
利
用
す
る
の
は
、

人
間
や
地
獄
谷
の
猿
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
国
各
地
の
温
泉
に
は
「
温

泉
発
見
伝
説
」
が
あ
り
、
白
鷺
や
熊
、

鹿
や
猿
な
ど
の
動
物
に
よ
る
発
見
伝

説
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
動
物
と
温
泉
の
距
離
が
近

か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ

う
に
、
群
馬
県
の
野
栗
沢
温
泉
に
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
色
を
し
た
ア
オ
バ
ト
が

温
泉
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
に
、

群
れ
を
成
し
て
や
っ
て
来
ま
す
。

　

最
近
は
、
温
泉
を
利
用
し
た
養
殖

が
各
地
で
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ッ
ポ
ン
や
テ
ィ
ラ
ピ
ア
は
も

と
よ
り
、
ト
ラ
フ
グ
、
ウ
ナ
ギ
、
チ
ョ

ウ
ザ
メ
な
ど
が
、
今
日
も
元
気
に
温

泉
の
中
を
泳
ぎ
ま
わ
り
、
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
ま
す
。
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き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
な
い
（
ま
れ
に

は
あ
る
の
か
）
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

ま
た
計
画
書
に
提
出
日
・
受
理
日
を
記

載
す
る
こ
と
は
実
務
上
手
間
を
要
す

る
こ
と
だ
と
思
う
（
特
に
受
理
日
は
）。

現
在
、
労
山
基
金
業
務
の
効
率
化
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
計

画
書
の
提
出
・
確
認
が
き
ち
ん
と
行
わ

れ
る
会
の
仕
組
み
と
そ
の
運
用
が
確
立

し
て
い
れ
ば
、
私
見
で
は
あ
る
が
、
計

画
書
上
で
提
出
日
受
理
日
が
確
認
で
き

な
く
て
も
「
条
件
付
き
」
は
不
要
だ
し
、

も
う
そ
の
時
期
に
来
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

（
鶴
田
秀
雄
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　
9
月
委
員
会

　

山
筋
推
進
委
員
会
は
毎
月
行
っ
て
い

る
が
登
山
時
報
紙
面
に
載
せ
て
も
ら

い
、
会
員
に
お
知
ら
せ
で
き
る
の
は
紙

面
の
都
合
で
隔
月
で
し
か
な
い
。
９
月

の
議
題
は
次
の
２
点
で
し
た
。

１
山
筋
講
習
会
に
つ
い
て

２
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て

　

１
に
つ
い
て
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
行
う
場
合
の
注
意
点
や
、
心
得
に

つ
い
て
再
確
認
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

体
温
、
消
毒
も
重
要
で
あ
る
が
何
よ
り

も
広
い
場
所
の
確
保
を
主
催
者
に
お
願

い
し
た
い
。
全
国
連
盟
は
２
０
１
９
年

に
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
普
及
に
つ
い

て
の
地
方
連
盟
へ
の
通
知
」
を
出
し
て

い
る
。
開
催
申
込
を
す
る
時
は
、
そ
の

通
知
を
よ
く
読
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
、

テ
キ
ス
ト
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
冊
子
」

は
新
し
く
な
り
、
受
講
参
加
者
に
は
新

し
い
冊
子
の
購
入
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　

２
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
1２
月

11
日
（
土
）
～
1２
日
（
日
）
に
全
国
連

盟
事
務
所
で
開
催
す
る
予
定
だ
。
年
齢

は
６０
歳
ま
で
と
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
若

返
り
を
図
る
。
募
集
人
数
は
1０
名
以
内
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
普
段
か
ら
の
活
用
に
よ
り
、

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
見
直
し
の
意
見
も
出
た
。

（
久
保
典
子
／
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

○
組
織
部

　
組
織
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

　
各
地
方
連
盟
に
感
謝
す
る
‼

　

９
月
議
題
は
３
本
。

第
一
「
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
山
行
計
画
書
の
提
出
日
・
受
理
日

　

基
金
運
営
委
員
会
で
は
、
提
出
さ
れ

た
交
付
申
請
書
を
審
査
し
て
い
る
が
、

同
送
さ
れ
た
山
行
計
画
書
の
会
・
ク
ラ

ブ
内
で
の
提
出
日
・
受
理
日
が
確
認
出

来
な
い
場
合
は
、
申
請
内
容
に
問
題
が

な
く
て
も
「
条
件
付
き
申
請
通
り
承
認
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
審
査
結
果

を
受
け
た
会
・
ク
ラ
ブ
は
多
い
と
思
う
。

た
ま
た
ま
９
月
の
審
査
結
果
に
は
条
件

付
き
が
１
件
も
な
か
っ
た
が
、
通
常
は

数
件
あ
る
。

　

提
出
日
・
受
理
日
は
、
し
か
る
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ
で
き
ち
ん
と
山
行
計
画
書

が
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
提
出

さ
れ
た
計
画
書
を
し
か
る
べ
き
会
組
織

が
き
ち
ん
と
把
握
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

る
証
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

計
画
書
上
そ
れ
ら
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、「
今
後
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
。
そ
れ
が
条
件
で
す
よ
」

い
う
こ
と
で
条
件
付
き
に
な
る
の
で
あ

る
。

　

た
だ
運
営
委
員
会
も
、
提
出
日
・
受

理
日
が
確
認
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
上
記
の
提
出
・
確
認
が
会
の
中
で
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○
遭
難
対
策
部

　
２
件
の
死
亡
事
故
が
発
生

　

８
月
１
日
か
ら
９
月
1５
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３５
件
３６
名
。
1６
名
が

転
倒
（
無
雪
期
1２
名
、
沢
登
り
４
名
）。

５
名
が
滑
落
（
沢
登
り
３
名
、
無
雪
期

と
登
攀
が
各
１
名
）。
５
名
が
落
石
（
無

雪
期
３
名
、
登
攀
２
名
）。
確
保
ミ
ス

２
名
（
人
工
壁
と
沢
登
り
が
各
１
名
）。

体
勢
（
沢
登
り
）
と
動
植
物
（
無
雪
期
）

が
各
１
名
。
そ
の
他
４
名
。
男
性
２1
名
、

女
性
1５
名
。
所
属
連
盟
は
、
道
央
６
名
、

神
奈
川
・
兵
庫
が
各
５
名
、
東
京
４
名
、

京
都
３
名
。
群
馬
・
千
葉
・
静
岡
が
各

２
名
。
埼
玉
・
長
野
・
和
歌
山
・
大
阪
・

広
島
・
長
崎
・
鹿
児
島
が
各
１
名
。
７０

代
11
名
、
６０
代
1３
名
、
５０
代
７
名
、
４０

代
４
名
、
２０
代
１
名
。

　

登
攀
・
人
工
壁
の
事
故
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
沢
登
り
の
事
故
は
前
月
の
２

倍
の
1０
件
と
増
加
し
、
死
亡
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
前
年
の
沢
登
り
死
亡
事

故
と
同
様
の
場
所
で
起
こ
り
、
和
歌
山

県
連
５０
代
女
性
が
溺
死
し
ま
し
た
。
連

盟
か
ら
の
報
告
を
待
ち
、
精
査
し
て
別

の
機
会
に
報
告
致
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
８
月
中
旬
、
雲
ノ
平
で
低

体
温
症
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
長
崎
県
連
７０
代
女
性
の
単
独
登

山
で
し
た
。
台
風
に
よ
る
大
雨
や
風
の

影
響
が
あ
っ
た
事
、
何
よ
り
も
安
全
登

山
に
必
要
な
力
や
こ
れ
か
ら
起
き
る
出

来
事
や
変
化
す
る
状
況
を
常
に
予
測
す

る
想
像
力
や
応
用
力
が
不
足
し
て
い
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
単
独
の
場
合
は
、

自
身
の
体
力
を
過
信
せ
ず
に
余
裕
の
あ

る
登
山
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　

８
月
か
ら
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

依
頼
を
各
地
方
連
盟
に
お
願
い
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
会
員
を
増
や
し
て
い
る

会
・
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
て

い
る
。
続
々
と
続
く
報
告
資
料
を
読
み

討
論
の
場
が
湧
き
立
っ
た
。

第
二
「
課
題
別
講
演
会
の
状
況
」

　

課
題
別
講
演
会
は
５
回
を
無
事
終
了

し
た
。
９
月
に
第
６
・
７
回
、
1０
月
に

８
・
９
と
順
調
に
行
わ
れ
る
予
定
。
外

部
講
師
を
招
か
ず
、
労
山
内
だ
け
の
人

力
・
人
材
で
行
っ
て
い
る
。
毎
回
登
場

す
る
講
師
か
ら
労
山
の
持
つ
人
材
の
魅

力
・
豊
富
さ
・
厚
さ
を
再
認
識
し
た
。

第
三
「
評
議
会
・
総
会
へ
の
女
性
参
加

の
推
進
に
つ
い
て
」

　

労
山
の
会
員
は
２
０
２
１
年
で
男
女

が
ほ
ぼ
同
数
に
近
づ
い
て
い
る
。
一
方

評
議
会
・
総
会
で
は
女
性
の
参
加
は
少

な
い
。
女
性
参
画
の
工
夫
等
討
議
し
、

理
事
会
提
案
と
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
、
課
題
別
講
演

会
も
地
方
連
盟
の
協
力
の
下
で
行
う
こ

と
が
出
来
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
方
連
盟

と
協
力
・
理
解
を
得
な
が
ら
組
織
問
題

に
取
り
組
み
た
い
。。

（
久
保
典
子
／
全
国
組
織
部
長
）
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8 月 1 日から 9 月 15 日までに届いた事故一報
事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

道央 女 ニトヌプリ 無雪期 落石 ガレ場を下降中に落石あり、接触負傷 右足・両腕打撲、頸椎捻挫
道央 女 ニトヌプリ 無雪期 落石 ガレ場を下降中に落石あり、接触負傷 左足打撲による内出血・裂傷
東京 男 奥多摩 無雪期 虫 蜂に刺され、帰宅後病院で処方箋をもらう 蜂刺され
和歌山 女 大峰 沢登り 滑落 足を滑らせ、ロープにしがみつくが滑落して意識不明に 死亡（溺死）
兵庫 男 （室内） 人工壁 滑落 ジムが実施するビレー検定で、壁に足が接触 左脛骨内果骨折
兵庫 女 六甲山 無雪期 転倒 下り坂で、木の根に靴が挟まり転倒 左足首複雑骨折
神奈川 男 飯豊山 無雪期 転倒 下山中、石に躓きバランスを崩した 膝骨折
千葉 男 二口山塊 沢登り 転倒 石に滑って転倒 左肘の脱臼と関節一部の骨折
千葉 女 日光男体山 無雪期 転倒 踏んだ石が割れて回転し転倒 擦過傷
埼玉 男 白山 無雪期 転倒 お尻をつくように転ぶ 左足首骨折
静岡 男 十二ヶ岳　 登攀 落石 自然落石を避け切れず、腕・脇腹に当たる 右前腕部裂傷

道央 女 小樽赤岩 登攀 落石 リードクライミング中に踏んだ岩が崩壊
頭部・全身の打撲、擦過傷、頭部内
出血

道央 女 日高山脈 沢登り 転倒 下山中、足を滑らせ転倒 左手首骨折、剥離骨折
京都 男 （室内） 人工壁 その他 左足で立ちこんだときに肉離れ 左脚腓腹筋損傷
大阪 男 尾瀬 無雪期 転倒 雨天の木道を歩行中に滑って尻餅をつき、木道に挟まった 左脚くるぶし骨折
道央 男 無意根山 沢登り 体勢 下山中、3点支持で降りたが、足が滑って両手で保持 肩腱板断裂
広島 女 西中国山地 沢登り 滑落 登攀中に滑落、顔面と両上腕を打撲 打撲
静岡 男 文珠山 沢登り 墜落 足が滑って半回転して墜落 左橈骨遠位端骨折
長野 男 弓折岳 無雪期 転倒 下山中、登山道を踏み外し転倒 左足首捻挫
京都 男 三国岳 無雪期 転倒 岩に足をのせて滑り、うつ伏せで倒れた 肋軟骨損傷

群馬 男 木の根沢 沢登り 転倒
水流をトラバース中に、同行者が流されたので確保
して腕を痛めた

上腕筋肉痛

長崎 女 雲ノ平 無雪期 低体温症 疲労により行き倒れ、心肺停止 死亡（低体温症）
道央 男 白老川 沢登り その他 薪集め中、丸太を右親指に落とした 右足親指先端骨折
兵庫 女 大台ヶ原 沢登り その他 ロープを頼って横断中、水中の岩で膝を強打 変形性股関節症
東京 女 高頭峠 無雪期 転倒 下りの傾斜の泥道で滑り転倒 右手首骨折
鹿児島 男 金峰山 登攀 その他 メインロープに左指が挟まる 左第二指MP関節尺側側副靭帯断裂
兵庫 女 立山 無雪期 転倒 浮石を踏んで転倒 打ち身
京都 男 愛宕山 無雪期 転倒 雨で濡れた枯れ葉を踏んで、隠れていた枝に引っ掛かる 左手首関節部分に剥離骨折
東京 男 餓鬼岳 無雪期 滑落 笹の根に右足首が引っ掛かり、左斜面に1.5m滑落 右足関節内剥離骨折
東京 女 安達太良山 無雪期 転倒 下り斜面で足を捻った 左足関節外果剥離骨折
神奈川 男 西沢渓谷 沢登り その他 深さがあると飛び込んだが、浅くかったので捻挫 捻挫
神奈川 男 赤木沢 沢登り 転倒 高巻きの下りで飛び降りた際、突き出た灌木に腹部を強打 創傷（7針縫合）
兵庫 女 六甲山 無雪期 落石 先行者の30cｍの岩が崩れた 第9および第10肋骨骨折
群馬 男 金峰山 無雪期 転倒 下山中、石に躓き転倒 左眼上部裂傷
神奈川 男 小川山 無雪期 滑落 ルート上で滑落し、自力下山 右足関節内果骨折
神奈川 男 大菩薩峠 無雪期 その他 下山時の沢渡渉で石を踏み外した 左足親指部骨折

事故原因

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表2

転倒 墜落 落石 滑落 体勢 他 合計
男性
女性
合計 表3

無雪期 登攀 沢登り 人工壁 合計
男性
女性
合計 表4

骨折 打撲 損傷 断裂 捻挫 その他 死亡 合計
男性
女性
合計 表5

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表2

転倒 墜落 落石 滑落 体勢 他 合計
男性
女性
合計 表3

無雪期 登攀 沢登り 人工壁 合計
男性
女性
合計 表4

骨折 打撲 損傷 断裂 捻挫 その他 死亡 合計
男性
女性
合計 表5

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表2

転倒 墜落 落石 滑落 体勢 他 合計
男性
女性
合計 表3

無雪期 登攀 沢登り 人工壁 合計
男性
女性
合計 表4

骨折 打撲 損傷 断裂 捻挫 その他 死亡 合計
男性
女性
合計 表5

代 40代 50代 60代 70代 合計
男性
女性
合計 表2

転倒 墜落 落石 滑落 体勢 他 合計
男性
女性
合計 表3

無雪期 登攀 沢登り 人工壁 合計
男性
女性
合計 表4

骨折 打撲 損傷 断裂 捻挫 その他 死亡 合計
男性
女性
合計 表5

事故一報の受領順で掲載
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１
日　

第
5
回
全
国
登
山
研
究
集
会
に

向
け
た
課
題
別
講
演
会
（
わ
か

り
や
す
い
文
章
の
書
き
方
）

13
日　

自
然
保
護
委
員
会

14
日　

三
役
会
議

同
日　

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員

会

同
日　

組
織
部
会

15
日　

遭
難
対
策
部
会

16
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

17
日　

機
関
誌
検
討
委
員
会

22
日　

第
19
回
理
事
会

28
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

29
日　

第
6
・
7
回
全
国
登
山
研
究
集

会
に
向
け
た
課
題
別
講
演
会

（
還
暦
か
ら
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
会
員
を
増
や
す

総
合
山
岳
会
）

　

第
19
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
機
関
誌
検
討
委
員
会
の
結
果
に
つ
い

て
　

全
国
連
盟
の
活
動
を
会
員
に
周
知
す

る
た
め
に
、
必
要
な
メ
デ
ィ
ア
を
精
査

し
て
い
く
。
連
盟
費
を
効
率
よ
く
使
い
、

よ
り
多
く
の
会
員
に
情
報
が
い
き
わ
た

る
よ
う
な
施
策
を
考
え
る
。

②
女
性
委
員
会
再
編
成
会
議
に
つ
い
て

　

今
期
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
女
性
集
会

を
開
催
し
な
い
。
再
編
成
の
進
め
方
に

つ
い
て
地
方
連
盟
か
ら
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
。
そ
の
中
身
を
検
討
し
た
。

③
全
国
連
盟
総
会
代
議
員
に
つ

い
て

　

女
性
会
員
が
半
数
以
上
を
占

め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

総
会
代
議
員
に
女
性
が
少
な
い
。

女
性
の
参
加
を
促
進
し
て
い
く
。
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コロナ禍の花の季節感は例年と違い違和感を覚えつつ過ごす、近隣の庭
先に、いつもの年のように…彼岸花（曼珠沙華）が咲き彩り、移ろいと
ともに消えた。深秋の山裾もまたいつもと違う表情を感じる。未だみえ
ない感染拡大の勢い早期の収束を願う日々だ。　　　　　　　　（橋口）

今月号は「瀬戸内海の山々」を企画し、山の個性や魅力にスポットをあ
てた。公財）日本離島センターの「しま山 100」では、瀬戸内海にある
山を４３座選定しているが、このうち４つを紹介できた。島の人の暮ら
しや歴史、名所、そして島の魅力を再発見してくれたら幸いである。（今野）

時報の取材で山梨県早川町の七面山を訪れる。標高差 1200m、4 時間
弱で登った。3 回目だが今回は敬慎院に宿泊。法華経の入口に触れる。
速読と言われる読経。一瞬、単調だが吸い込まれるような雰囲気に。5
時間以上も登り、お詣りする信者の強さに感動する。　　　　　　（田上）

夏鳥も蛙や蝉の声もかき消え、夜は虫が音を競う。稲穂は黄金の波、赤
トンボ舞う秋だ。山は紅葉が始まった。だがこの美しい日本の四季も、
世界の人々の暮らしも、あらゆる生態系も存亡の危機に直面している。「気
候危機」の認識を行動に！　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

鬼怒沼湿原で柴犬を見た。ペットを山に連れて行くと下界の雑菌を山に持ち
込む可能性が大きく、それに耐性のない野生動物には大きな脅威だ。連れて
いかれるペットも迷惑だろう。ペット連れの山行は止めてほしい。　（酒井）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄
DTP・デザイン　来住真太

11月号　No.561　2021年10月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア
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N
ak

ag
aw

a 
Ka

zu
m

ic
hi 1950年愛媛県宇和島市生まれ。68年大学でワ

ンゲル部に入る。72年から愛知県連の東海山岳
会（伊藤正俊さん）に所属。80年東京の星稜登
高会（前田迪男さん、野中玲樹さん、木村憲政さん）
でアルピニズムに没頭。近藤和美さん、吉尾弘さ
ん、西本武志さんらに薫陶を受けた。82年から
技術委員会委員長。89年からは大阪OWCC（大
阪勤労者登攀クラブ、名前に惚れた。青木啓一さ
ん、河野仁さん、松田明博さん、中村知子さん）
で活動。2010 年大阪府連教育遭対部長就任、
21年退任。家族は妻と3人の娘。娘たちに登山
を吹き込もうとしたが、意気込みが強すぎて失敗。

中川和道さん

─
登
山
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

愛
媛
で
育
っ
た
幼
少
期
、
里
山
を

走
り
回
っ
て
成
長
。
大
学
時
代
、
名

古
屋
で
森
林
限
界
を
越
え
、
万
年
雪

が
存
在
す
る
高
山
の
魅
力
に
目
覚
め

た
。
３５
㎏
の
キ
ス
リ
ン
グ
ザ
ッ
ク
を

背
負
い
首
に
手
ぬ
ぐ
い
を
ま
い
た
、

典
型
的
な
む
さ
く
る
し
い
大
学
生
ワ

ン
ゲ
ル
男
と
な
っ
た
。

─
山
の
経
歴
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
内
外
問
わ
ず
、
森
林
限
界
以
上

の
高
山
に
集
中
し
て
登
っ
て
き
た
。

１
９
８
２
年
夏
に
剱
岳
八
ツ
峰
・
Ⅵ

峰
フ
ェ
ー
ス
群
を
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ａ
と
１
日

で
４
本
登
攀
し
た
記
録
を
見
る
と
、

自
分
に
も
「
登
り
竜
」
み
た
い
な
時

期
が
あ
っ
た
の
か
？

　

８３
年
３
月
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
北
壁
正

面
ル
ン
ゼ
は
氷
瀑
登
攀
中
に
雪
崩
を

受
け
な
が
ら
も
完
登
。「
こ
れ
が
君
の

最
高
位
の
登
攀
だ
よ
」
と
野
中
玲
樹

さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

８４
年
、
松
木
川
小
足
沢
氷
瀑
第
２
登
。

８４
年
、
旧
ソ
連
レ
ー
ニ
ン
峰
（
７
１

３
４
ｍ
）
登
頂
と
コ
ル
ジ
ェ
ネ
フ
ス

カ
ヤ
峰
（
７
１
０
５
ｍ
）
登
頂
（
近

藤
和
美
隊
長
）。
８９
年
、
天
山
ポ
ベ
ー

ダ
峰
の
６
９
０
０
ｍ
ま
で
（
山
中
芳

樹
隊
長
）。

─
事
故
に
遭
っ
た
経
験
も
？

　

初
事
故
は
９
才
。
じ
い
ち
ゃ
ん
の

畑
（
こ
れ
が
実
は
遠
い
）
に
友
人
と

２
人
だ
け
で
探
検
に
出
か
け
た
ら
道

に
迷
い
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
必
ず
捜
索

に
来
て
く
れ
る
と
何
故
だ
か
確
信
し

て
真
暗
に
な
っ
て
も
待
ち
続
け
、
無

事
救
出
。
泣
い
た
は
ず
だ
が
、
今
は

も
う
不
鮮
明
。

　

本
格
的
な
事
故
は
２
０
１
７
年
８

月
、
大
阪
府
連
・
兵
庫
県
連
５０
周
年

記
念
ヒ
マ
ラ
ヤ
未
踏
峰
登
山
隊
（
大

杖
哲
司
隊
長
）
で
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

直
前
の
４
８
５
０
ｍ
で
高
山
病
を
発

症
。
ヘ
リ
救
出
と
カ
ト
マ
ン
ズ
病
院

で
１
５
０
万
円
（
三
井
海
上
の
保
険
）。

こ
の
時
に
左
肺
を
や
ら
れ
た
ら
し
く
、

こ
れ
が
２1
年
１
月
に
肺
を
壊
し
回
復

ま
で
半
年
も
か
か
っ
た
原
因
の
よ
う
。

遠
征
の
た
め
毎
日
1０
時
間
を
超
え
る

長
時
間
労
働
。
不
覚
だ
。

─
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
思
う
こ
と

　

２
０
２
１
年
に
「
事
故
防
止
は
仲

間
た
ち
の
知
恵
で
」
を
大
阪
府
連
で

編
さ
ん
し
、
１
９
９
８
年
以
来
の
事

故
約
５
０
０
件
を
分
析
し
た
。
驚
い

た
の
が
、
登
山
道
下
山
中
の
事
故
が

「
最
多
の
事
故
」
で
あ
る
こ
と
。
山
岳

遭
難
事
故
と
い
う
と
、
嵐
の
大
岩
壁

や
氷
壁
な
ど
暴
風
雪
の
稜
線
で
の
「
最

悪
の
事
故
」
を
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
。

と
こ
ろ
が
、
何
と
、「
最
多
の
事
故
」

は
登
山
道
下
山
中
の
事
故
だ
っ
た
の

だ
。
私
た
ち
の
事
故
防
止
活
動
は
、

標
的
を
誤
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
？　

岩
登
り
で
の
事
故
防
止
講
習

会
な
ど
を
鋭
意
取
り
組
ん
で
は
き
た

が
、
実
は
、
歩
き
方
・
下
り
方
の
事

故
防
止
に
は
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て

有
効
な
手
を
打
ち
損
ね
て
き
た
の
で

は
な
い
か
？　

何
で
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
大
い
な
る
反
省
で
あ

る
。　
（
聞
き
手　

本
誌
・
今
野
善
伸
）

大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
元
教
育
遭
対
部
長

本
号
よ
り
「
事
故
防
止
は
仲
間
の
知
恵
で
」
を
連
載
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等
高
線
読
み
ド
リ
ル 

② 

中
級
編

149

【問題】各図の赤点が尾根にあるか谷にあるか答えてください。
                 （目標時間：上級者 2 分以内、中級者 5 分以内、初級者 10 分以内）

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12
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【
解
説
】

　

全
体
的
な
地
形
が
分
か
ら
な
く
て
も

崖
や
岩
、
雨
裂
の
記
号
に
は
斜
面
の
向
き

に
合
わ
せ
て
配
置
す
る
決
ま
り
が
あ
る

の
で
、
記
号
の
向
き
を
利
用
し
て
高
低
差

を
把
握
、
尾
根
か
谷
か
を
判
断
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　

今
回
の
問
題
に
は
高
低
差
の
あ
る
記

号
を
利
用
で
き
る
問
題
も
あ
れ
ば
、
複

雑
な
等
高
線
を
読
み
取
る
問
題
も
あ
り
、

さ
ら
に
易
し
め
の
問
題
も
混
ぜ
て
あ
る
。

「
簡
単
な
問
題
」
か
「
注
意
が
必
要
な
問

題
」
か
を
判
断
し
た
か
ど
う
か
も
振
り

返
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
の
判
断
が
で
き

て
い
る
な
ら
ば
等
高
線
読
解
の
セ
ン
ス

が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

ピンクはピークや尾根線、水色が谷線。緑で囲っ
た記号や標高は高低差を読み取るヒント。

1：南の池を基準に考えると尾根と読んでしまう
が、西端にある土崖の記号の向きから徒歩道
沿いに谷筋にあることが分かり、赤点は谷。
それは東の土崖の向きとも矛盾がなく南の池
は台地上にあると読める。

2：複雑な等高線だがピークの連なる尾根線を読
み解けば赤点は谷。

3：岩や岩崖の記号がごちゃごちゃして等高線が
読みにくいが、それらの記号が高低差を教え
てくれ、南東から北西に下る斜面で赤点は谷。

4：赤点は尾根上の鞍部。全体の地形を読めば解
けるが、水田の記号があるところは谷と推測
してから考えると早く答えを導ける。

5：等高線の本数が少なく分かりづらいが、ピー
クを基準に基本通り尾根線谷線を引けば赤点
は谷。三角点付近の土崖の向きとも矛盾はな
い。ちなみに三角点が谷の中にある珍しい場
所。

6：2同様複雑だが丁寧に読み取れば赤点は尾根。
7：雨裂や岩の記号の向き、さらに沢の地名から
赤点は尾根。

8：3同様岩や崖の記号が手掛かりとなる。中央
を東西に尾根が走り、南北に斜面が下ってい
るので赤点は尾根。

9：625mのピークや 500mの標高から、赤点
は北東から南西へ下っている斜面の谷であ
る。

10：川を基準に考えると読み違えそうだがピー
クの位置から川と赤点の間に尾根があり、
赤点は谷。

11：もし 1196mの標高点が周囲より低い場所
ならばその周りの等高線は 1200mの計曲
線として太く描かれるから、この標高点は
ピーク上と読める。それを基準に考えると
赤点は尾根。

12：等高線だけでは高低差を特定できないが、
南にある雨裂が南斜面を示すことから赤点
は谷。

高低差が分かる主な記号
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
先
進
ク
ラ
ブ

　

当
会
は
創
立
３５
周
年
を
迎
え
る
老

舗
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
だ
。
運
営
委

員
会
1７
名
の
う
ち
半
数
が
女
性
で
、

５
つ
の
専
門
部
の
部
長
も
女
性
が
４

名
を
占
め
、
ま
さ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
最
先
進
ク
ラ
ブ
。
１
５
０
名
を

超
え
る
会
員
を
擁
し
、
京
都
府
連
盟

で
最
大
規
模
で
あ
る
。
し
か
し
、
ご

多
聞
に
も
れ
ず
会
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
平
均
年
齢
は
７０
歳
。「
病
気
や
高

齢
化
」
で
仲
間
と
の
山
歩
き
が
厳
し

く
な
っ
た
会
員
も
少
な
く
な
い
が
、

こ
れ
を
大
き
く
カ
バ
ー
し
て
き
た
の

が
「
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
」
の
創
設

と「
ク
ラ
ブ
イ
ン
ク
ラ
ブ
」の
活
動
だ
。

　
レ
ク
部
の
創
設
と
洋
裁
教
室
、

　
オ
カ
リ
ナ
等
の
ク
ラ
ブ
活
動
で

　
新
た
な
会
員
の
輪

　

高
齢
化
対
策
と
い
う
点
で
は
、
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
（
レ
ク
部
）
の
活

動
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い
。
レ
ク

部
は
１
９
９
４
年
創
部
、
ク
ラ
ブ
創

立
の
８
年
後
に
は
発
足
し
、
２７
年
の

雪山テント泊マキノ高原（2018 年 2 月）

高御位山（2020 年 3 月）

西
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

西
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ  

京
都
府
勤
労
者
山
岳
連
盟

京
都
府
勤
労
者
山
岳
連
盟

労山をつなぐネットワーク

29
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「
レ
ク
部
」
や
「
ク
ラ
ブ
イ
ン
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
が
単
純
な
高
齢
化
に
よ
る
会

員
減
少
を
食
い
止
め
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
年
間
３
０
０
回
の
例
会
山
行

　
支
え
て
き
た
分
厚
い
リ
ー
ダ
ー
層

　

過
去
５
年
間
は
現
在
集
計
中
だ
が
、

２
０
１
５
年
～
２
０
１
６
年
の
１
年

間
の
山
行
数
は
２
９
４
回
、
延
べ
参

加
者
数
は
３
２
８
９
名
に
及
ぶ
。
山

行
地
域
は
京
都
府
内
６４
％
、
近
畿
圏

２７
％
、
関
東
・
東
北
・
ア
ル
プ
ス
が

８
％
、
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
３
回
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
行
を
支
え

て
き
た
の
が
７０
名
を
超
え
る
分
厚
い

リ
ー
ダ
ー
層
で
あ
る
。
当
初
は
、
リ
ー

ダ
ー
（
Ｃ
Ｌ
）
が
山
行
時
に
こ
れ
は

と
思
っ
た
会
員
を
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
（
Ｓ

Ｌ
）
と
し
て
起
用
、
何
回
か
の
経
験
を

経
て
一
人
ず
つ
リ
ー
ダ
ー
に
育
て
て

い
く
と
い
う
手
工
業
的
な
方
法
だ
っ

た
。
そ
の
後
、２
０
１
６
年
か
ら「
リ
ー

ダ
ー
養
成
教
室
」
を
始
め
た
。
毎
月

１
回
の
座
学
・
実
技
を
１
年
間
学
ぶ

こ
と
で
、
今
ま
で
「
私
は
自
信
が
な

歴
史
が
あ
る
。
歴
史
ハ
イ
ク
・
花
見
・

キ
ャ
ン
プ
・
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
多
彩

な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
内
に
は
、
会
員
の

趣
味
を
生
か
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ

る
活
動
と
し
て
、
４
つ
の
ク
ラ
ブ
が

あ
る
（
ク
ラ
ブ
イ
ン
ク
ラ
ブ
）。
こ
れ

ら
の
活
動
・
交
流
を
通
じ
て
「
洋
裁

教
室
を
や
り
な
が
ら

昔
の
山
行
の
思
い
出

話
を
す
る
の
が
楽
し

い
」「
山
登
り
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
ん
な

会
員
と
の
輪
が
広
が

る
」「
し
ん
ど
い
山
行

に
は
行
け
な
く
な
っ

た
が
、
い
つ
ま
で
も

会
員
と
し
て
ク
ラ
ブ

に
関
わ
っ
て
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
洋
裁
教
室
の
平
均

年
齢
は
７８
歳
（
最
高

齢
者
は
９０
歳
）、
オ
カ

リ
ナ
は
７５
歳
と
、
会

の
平
均
年
齢
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、

い
の
で
Ｓ
Ｌ
し
か
や
ら
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
会
員
が
Ｃ
Ｌ
を
引
き
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り

は
こ
の
方
法
で
成
功
し
て
き
て
い
る
。

　
政
府
の
対
応
に
右
往
左
往
し
な
い

　
２
０
２
０
年
度
山
行
２
３
８
回
、

　
延
べ
参
加
数
２
８
３
５
名

　

コ
ロ
ナ
禍
の
山
行
に
つ
い
て
私
た

ち
は
「
一
律
に
中
止
」
の
措
置
は
と

ら
ず
、「
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
は
国
民

の
権
利
で
あ
り
、
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
送
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
」

と
い
う
考
え
を
土
台
に
し
て
対
処
し

て
き
た
。
こ
の
間
の
経
験
か
ら
、
政

府
の
非
科
学
的
な
コ
ロ
ナ
対
応
に
右

往
左
往
し
な
い
。
会
員
一
人
ひ
と
り

が
、
日
常
生
活
で
も
、
山
行
中
で
も
、

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
的
に
行
う
。

そ
し
て
、
私
た
ち
自
身
の
健
康
や
免

疫
力
を
高
め
る
た
め
に
も
可
能
な
限

り
山
行
を
続
け
る
。
そ
の
た
め
に
は

全
会
員
の
知
恵
と
力
を
集
め
る
こ
と

が
大
事
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。

（
馬
場
重
明
／

西
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
長
）

海外トレッキング・マナスル一周（2016 年 10 月）

オカリナレッスン（2015 年 6 月）
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岩櫃山（2017 年 12 月撮影）

　

岩
櫃
山
（
標
高
８
０
３
ｍ
）
に
築

か
れ
た
岩
櫃
城
の
年
代
は
定
か
で
は

な
い
が
、
南
北
朝
の
頃
築
城
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
規
模
は
１
３
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
言
わ
れ
、
上
州
最
大

規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
本
丸
付
近
ま

で
は
普
通
の
尾
根
だ
が
、
そ
の
西
側

は
岩
山
で
簡
単
に
人
を
寄
せ
付
け
な

い
要
害
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
郷
原
駅
か
ら
徒
歩
２０

分
余
り
で
古
谷
登
山
口
に
行
け
る
が
、

東
側
の
平
沢
登
山
口
７０
台
、
古
谷
登

山
口
1０
台
の
駐
車
場
が
あ
り
、
遠
隔

地
か
ら
訪
れ
る
場
合
は
車
が
便
利
で

あ
る
。

　

今
回
は
平
沢
登
山
口
か
ら
山
頂
を

経
て
赤
岩
通
り
分
岐
を
通
る
交
差
縦

走
コ
ー
ス
を
案
内
し
た
い
。

　
ま
ず
は
本
丸
跡
を
め
ざ
す

　

平
沢
登
山
口
駐
車
場
を
出
る
と
す

ぐ
沢
通
り
と
尾
根
通
り
に
分
か
れ
る
。

左
の
尾
根
通
り
に
進
む
。
樹
林
帯
を

曲
が
り
な
が
ら
1５
分
で
本
丸
跡
に
着

く
。
防
御
用
の
竪
堀
な
ど
歴
史
を
感

じ
る
。
さ
ら
に
尾
根
伝
い
に
２０
分
余

り
登
る
と
帰
路
交
差
す
る
赤
岩
通
り

分
岐
。
岩
稜
を
２０
分
余
り
あ
え
ぐ
と

ミ
ニ
槍
ヶ
岳
の
よ
う
な
山
頂
に
着
く
。

山
頂
の
左
を
鎖
を
伝
っ
て
巻
く
よ
う

に
し
て
1５
分
で
天
狗
の
架
け
橋
に
着

く
。
こ
こ
は
５
～
６
ｍ
の
天
然
の
岩

の
橋
で
、
欄
干
が
な
い
の
で
不
安
な

人
は
無
理
を
せ
ず
巻
き
道
を
お
勧
め

す
る
。

　
密
岩
通
り
を
急
下
降

　

天
狗
の
架
け
橋
を
過
ぎ
て
も
気
が

抜
け
な
い
急
下
降
が
２０
分
余
り
続
く
。

人
家
が
見
え
れ
ば
舗
装
道
路
を

５
分
歩
き
、
再
び
赤
岩
登
山
口

へ
。
こ
こ
に
は
「
潜
龍
院
跡
」

が
あ
る
。
天
正
1０
年
（
１
５
８

２
年
）
真
田
正
幸
が
敗
走
す
る

武
田
勝
頼
を
迎
え
、
武
田
の
再

興
を
図
る
た
め
に
急
造
し
た
御

殿
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
急
登
の

尾
根
越
え
を
２０
分
で
登
る
時
に

見
た
赤
岩
通
り
の
分
岐
に
着

く
。
こ
こ
か
ら
は
沢
通
り
を
２５

分
余
り
下
る
と
平
沢
登
山
口
駐

車
場
に
戻
る
。

岩
い わ び つ や ま

櫃山 群馬県

真田氏上州の拠点
戦国の歴史を刻む岩山

田上千俊
HC　WildBerry ／東京

　参考タイム　   交通　   問い合わせ　   温泉　   地図時 交 問 温 地

時

交

問

温
地

平沢登山口駐車場＞ 20 分＞本丸跡＞ 20 分＞赤岩
通り分岐＞ 30 分＞山頂＞ 35 分＞密岩登山口＞ 10
分＞赤岩登山口＞ 20 分＞赤岩通り分岐＞ 25 分＞
平沢登山口駐車場
関越自動車道渋川 IC から 30 分で平沢登山口駐車場
東吾妻町役場まちづくり推進課
電話 0279-68-2111
小野上温泉さちのゆ　電話 0279-59-2611
1:25000　群馬原町
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凜とした森
石井光造

　

白
一
色
の
森
が
春
に
な
る
と
、
芽
吹

き
が
始
ま
り
、
や
が
て
き
ら
め
く
よ
う

な
新
緑
に
彩
ら
れ
、
来
た
る
べ
き
四
季

の
変
化
を
思
わ
せ
る
。
そ
れ
と
と
も
に

森
の
雰
囲
気
も
変
化
す
る
。
新
緑
の
森

は
希
望
に
満
ち
た
雰
囲
気
が
あ
る
。
夏

に
広
が
る
緑
の
天
蓋
、
秋
の
錦
繍
へ
の

期
待
で
も
あ
る
（
右
写
真
）。

　

そ
し
て
秋
、
森
が
一
年
で
一
番
美
し

い
姿
を
見
せ
る
。
そ
こ
に
い
た
る
色
の

変
化
は
、
ま
さ
に
着
飾
っ
た
姿
を
こ
れ

で
も
か
と
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
、
み
ご

と
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
と
く
に
ブ

ナ
の
森
は
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

な
風
情
が
あ
る
。
右
と
中
の
写
真
は
ブ

ナ
林
の
初
夏
と
秋
だ
が
、
雰
囲
気
の
違

い
が
表
現
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

私
が
好
き
な
の
は
、
葉
を
す
べ
て
落

と
し
、
木
肌
を
黒
光
り
さ
せ
た
ブ
ナ
林

で
あ
る
。
近
づ
く
冬
の
厳
し
さ
に
対
し

て
、
気
構
え
る
よ
う
な
凜
と
し
た
森
の

姿
。
一
年
の
う
ち
の
一
瞬
の
厳
し
さ
を

感
じ
さ
せ
、
自
分
の
生
き
て
き
た
中
に

こ
ん
な
時
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
反

省
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
森
で
あ
る

（
左
写
真
）。

vol.106

リュックを描こう
暗いとなりは明るく

　物を描くとき、その物
の簡単な表現は大好きで
す。でも、ちょっとうま
く描きたいときには、物
を「四角柱」に考えて見
るとよくなります。
　そして、光の反対側を
暗くしてみましょう。物
の周りは、光に一番近い
空気を暗く描くと立体感
がでます。光のとなりを
一番暗く描くことで物の
存在感がでます。

暗く
暗く

明
る
く

39 登山時報 2021 年 11 月号



まだ大学 2 年生だけど 20 才
（私は左から 2 番目）
ガスの中、利尻山山頂にて。メン
バーは社会人山岳会の仲間。この
時は国鉄・周遊券を買い青函連絡
船にも乗って 10 日間以上かけて
あっちこっちと登った。右側の女
性 2人はニッカ、私は長いズボン、
左の男性はジャージとさまざまだ。

2人が着用している青いジャケットは当時出始めで高価だったゴアテックス
（上下で ¥25,000 もしたが、縫い目は未処理のため自分で目止液を塗った）。
赤いカッパは完全防水なので、着ても内側からびしょびしょ…それが当たり
前だった。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

　

イ
ヤ
～
長
ら
く
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

の
連
載
も
残
す
と
こ
、
あ
と
２
回
と
な
り
ま
し

た
。

　

ホ
ッ
と
す
る
感
も
あ
る
し
、
さ
び
し
い
様
な

気
も
…
。

　

私
は
1３
才
か
ら
山
登
り
を
始
め
た
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
も
歩
い
て
は
い
ま
し
た

が
、父
と
登
っ
た
浅
間
山
（
当
時
２
５
４
２
ｍ
）

を
登
山
始
め
と
決
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ

か
ら
年
を
重
ね
て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
５０
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ぁ
節
目
と
言
え
ば
、

そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
５０
年
程
で
は
あ
り
ま
す
が
、
山
道
具

の
変
遷
に
つ
い
て
の
私
感
を
語
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
ず
今
回
は
ウ
エ
ア
、
最
終
の
次
回

は
ギ
ア
に
つ
い
て
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
は
笑
え
る
写
真
を
多
く
用
意
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
ま
ず
各
説
明
を
御
覧
下
さ
い
。

　

今
回
の
写
真
は
夏
場
中
心
の
も
の
で
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

冬
物
ま
で
は
紙
面
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
ど
う
で
も
良
い
写
真

が
多
か
っ
た
せ
い
か
も
…
ス
ミ
マ
セ
ン
）

　

ま
と
め
と
し
て
は
、
昔
は
き
ち
ん
と
し
た
山
の
ウ
エ
ア
は
道
具
屋

さ
ん
で
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
で
は
ス
ー

パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
大
手
の
衣
料
品
メ
ー
カ
ー
等
で
も
使
え

る
物
（
逆
に
ダ
メ
そ
う
な
の
も
多
い
け
ど
）
が
増
え
登
山
者
の
選
択

幅
が
、
す
ご
く
広
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

山
の
専
門
店
で
し
か
入
手
で
き
な
い
物
も
当
然
あ
り
ま
す
し
…
。

　

た
だ
私
が
昔
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
山
の
ウ
エ
ア
の
条
件
は
以
下

の
３
点
の
み
で
す
。
①
動
き
易
い
。
②
即
乾
性
が
あ
る
。
③
寒
い
時

の
保
温
性
。

山道具　今昔
ウエア編　

238

元カモシカスポーツ本店店長

高校 2 年生、16 才（1976 年）
生物部として 3 年生の先輩と 3 人で
行った苗場山にて。夏休みの 7 月末
に行ったのですが ･･･ ウールのニッカ
ボッカにウールのカッターシャツを着
ている当時としては正当派山ヤの服装
と言えるものの、真夏の日中ではどう
考えても暑かったし、それに昔のウー
ルはチクチクしていたなぁ～。今のメ
リノウールは天国じゃ～。

高校 3 年生、17 才（私は右端）
生物部で2年生の後輩と4人で行った仙丈ヶ岳
にて。この時は黒戸尾根から甲斐駒を経て同山
に登り地藏尾根を下った。3人はニッカポッカ、
1人は Gパンにニッカホース（ハイソックス）
をはいてニッカ風にしているが上下共にコット
ン製品。昔は綿製を着てる登山者は多かった。
しかし秋口に綿製品着用で悪天に遭っての遭難
事故は多々あった。ところで全員長袖シャツを
着用、コレが正しい登山姿だった。

今年 8 月末の私
一つ前の写真からイッキに 40 年以上経
過！　三俣から蝶ヶ岳の登りで一休み中。
ズボンはワークマン（¥1,900）。シャツは
20、30年前のものの現在でも通用するウー
ル＆ポリエステル製だ。しかし元道具屋さ
んらしからぬ姿でしょう…。実は本文のた
めにパフォーマンスしているのですけど！
　シャツは暑い時は半袖だよね。素材は近
年、ポリエステル 100％製品が多いかな。

大学 2 年生、19 才
穂高・屏風岩登り後の屏風の頭にて。岩登り
を始めるとニッカではなくスラックス（長ズ
ボン）をはくようになった。あとジャージも
はいてたかなぁ。シャツはアクリル製ニット
のゴルフウェアウエアみたいなのを着ている。
この頃、オーロン（アクリル）Tシャツがはやっ
ていたか。ちなみにこの登山の少し前からカ
モシカスポーツのアルバイトとなる。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

　

イ
ヤ
～
長
ら
く
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

の
連
載
も
残
す
と
こ
、
あ
と
２
回
と
な
り
ま
し

た
。

　

ホ
ッ
と
す
る
感
も
あ
る
し
、
さ
び
し
い
様
な

気
も
…
。

　

私
は
1３
才
か
ら
山
登
り
を
始
め
た
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
も
歩
い
て
は
い
ま
し
た

が
、父
と
登
っ
た
浅
間
山
（
当
時
２
５
４
２
ｍ
）

を
登
山
始
め
と
決
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ

か
ら
年
を
重
ね
て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
５０
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ぁ
節
目
と
言
え
ば
、

そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
５０
年
程
で
は
あ
り
ま
す
が
、
山
道
具

の
変
遷
に
つ
い
て
の
私
感
を
語
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
ず
今
回
は
ウ
エ
ア
、
最
終
の
次
回

は
ギ
ア
に
つ
い
て
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
は
笑
え
る
写
真
を
多
く
用
意
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
ま
ず
各
説
明
を
御
覧
下
さ
い
。
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問い合わせ

労山事務所での受取＝1部 1,000 円

価格

送付先（氏名・郵便番号・住所・電
話番号）を明記して送金してくださ
い。入金確認後に発送します。（お急
ぎの場合は送金後にご連絡ください）
郵便振替口座00180-0-212568
名義：日本勤労者山岳連盟事務局

会員の方は、所属会を通じて地方連
盟へお申込みください。価格等も地
方連盟へおたずねください。

日本勤労者山岳連盟 事務局
☎03-3260-6331     jwaf@jwaf.jp
ホームページ www.jwaf.jp

壁掛けタイプ
364mm × 515mm
B4 中綴じ・28 ページ
月曜始まりカレンダー
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